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ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
二
七　
（
七
二
一

は
じ
め
に

　
Ｊ
・
サ
ー
ス
ク
博
士
は
一
七
世
紀
を
、「
英
語
で
書
か
れ
た
農

書
の
い
わ
ば
黄
金
時
代
」
と
記
し
て
い
る

（
（
（

が
、
当
時
の
農
業
関
連

書
は
少
な
か
ら
ず
、
農
法
な
ど
農
業
事
情
だ
け
で
な
く
土
地
制
度

ほ
か
カ
ン
ト
リ
サ
イ
ド
の
社
会
一
般
に
つ
い
て
詳
細
、
有
益
な
情

報
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
一
七
世
紀
早
期
（
一
六
〇
七
年
）
に

初
版
が
刊
行
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
（
一
五
四
八
～
一
六

二
五
年
頃
）
の
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』
も
、
概
ね
そ
う
し

た
古
文
献
の
一
つ
と
見
て
よ
い

（
（
（

。
地
図
製
作
に
大
き
く
貢
献
し
、

当
時
ま
だ
「
新
参
の
技
芸an upstart arte

」（
（
（

と
考
え
ら
れ
て
い

た
マ
ナ
ー
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
（
測
量
・
査
定
、
時
に
は
積
算
）
業
務

を
営
ん
だ
著
者
の
先
進
的
経
験
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
の
専
門

知
見
が
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
本
書
は
農
業
・
経
済
史
だ
け

で
な
く
法
制
史
、
技
術
史
、
広
く
農
村
社
会
史
に
及
ぶ
情
報
の
宝

庫
と
捉
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
椎
名
重
明
氏
は
本
書
を
、

「
17
世
紀
初
頭
の
農
業
・
土
地
問
題
を
中
心
に
、
地
主
、
地
主
の

土
地
の
管
理
人
、
借
地
農
、
ヨ
ウ
マ
ン
、
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ン
な
ど

の
対
話
の
形
で
、
当
時
の
い
ろ
い
ろ
の
問
題
を
議
論
さ
せ
て
い
る

興
味
深
い
著
書
。
い
わ
ゆ
る
農
書
と
は
異
な
り
、
土
地
関
係
（
つ

ま
り
地
主
と
農
民
の
関
係
、
地
代
、
農
民
の
状
態
な
ど
）
に
つ
い

て
、
多
く
の
点
を
示
唆
し
て
い
て
、
古
く
か
ら
し
ば
し
ば
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
地
主
の
土
地
管
理
人
の
立

場
―
し
た
が
っ
て
地
主
の
立
場
―
か
ら
事
物
を
み
て
い
る
。Six 

books
か
ら
な
る
が
、sixth book

（
第
六
章
）
は
1618
年
に
追
加

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
紹
介
し
て
い
る

（
（
（

。

研
究
ノ
ー
トジ

ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、

　
　

そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

高

橋

裕

一



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
二
八　
（
八
二
一

　

本
書
に
関
し
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
は
広
く
読
ま
れ
長
く
世
に
流

布
し
た
、
そ
の
持
続
性
と
影
響
力
で
あ
る
。
著
者
生
前
の
一
七
世

紀
前
期
に
三
版
を
数
え
、
死
後
も
一
八
世
紀
前
期
に
第
四
版
、
一

九
世
紀
半
ば
に
建
築
業
関
係
者
の
編
纂
し
た
第
五
版
と
続
き
、
二

〇
世
紀
後
期
の
コ
ピ
ー
編
集
版
を
経
て
、
新
た
な
解
説
や
脚
注
等

を
付
す
「
決
定
版
」
が
登
場
し
た
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
、
途
切
れ

ず
発
刊
が
続
い
て
い
る
。
際
立
っ
て
多
様
、
か
つ
重
層
的
な
領
域

が
包
摂
さ
れ
る
本
書
自
体
の
研
究
史
上
の
位
置
づ
け
、
内
容
の
詳

密
な
分
析
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
本
稿
で
は
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー

の
対
話
』
の
概
略
を
紹
介
し
、
六
回
に
わ
た
る
刊
行
の
推
移
を
あ

る
程
度
書
誌
的
に
た
ど
り
な
が
ら
各
版
構
成
上
の
異
同
、
そ
の
意

味
合
い
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

１　

‌�『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』
初
版
の
刊
行 

（
一
六
〇
七
年
）

　

初
版
（
一
六
〇
七
年
）
の
公
刊
は
印
刷
者
シ
モ
ン
［
サ
イ
モ

ン
］・
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ドSim

on Stafford

、
発
行
者
ヒ
ュ
ー
・

ア
ス
ト
リ
ーH

ugh A
stley

に
よ
る
も
の
で
、
ロ
バ
ー
ト
・
セ

シ
ル
へ
の
献
辞
、
善
意
の
読
者
と
り
わ
け
領
主
及
び
テ
ナ
ン
ト
へ

の
書
簡
形
式
を
採
っ
た
序
文
、
印
刷
者
の
手
に
な
る
正
誤
表
（
こ

の
版
に
だ
け
挿
入
）、
著
者
か
ら
本
書
へ
寄
せ
た
詩
文
、
各
篇
の

内
容
概
要
を
経
て
、
本
編
に
入
る
。

　

表
題
は
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
：
五
つ
の
篇
に
分
か
れ
る
。

通
読
す
れ
ば
、
土
地
か
ら
の
収
入
も
し
く
は
そ
の
施
肥
・
利
用
又

は
占
有
に
か
か
わ
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
人
、
領
主
と
テ
ナ
ン
ト
の
双

方
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
益
。
同
じ
く
、
そ
し
て
就
中
、
マ
ナ
ー

や
土
地
、
保
有
物
件
等
々
を
扱
う
サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
能
力
で
熟
達

し
、
認
知
さ
れ
る
べ
く
努
め
て
い
る
人
に
と
っ
て
も
然
り
。
Ｉ
・

Ｎ
・
著

（
（
（

』。

　

各
篇
の
主
旨
を
短
く
表
現
し
て
い
る
、
著
者
に
よ
る
内
容
概
要

（
（
（

を
、
原
文
表
記
を
踏
ま
え
て
簡
明
に
纏
め
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

第
１
篇
：「
フ
ァ
ー
マ
ーFarm

er

」
と
土
地
を
扱
う
「
サ
ヴ

ェ
イ
ヤ
ーSurueyor

」
の
間
の
意
見
交
換
を
内
容
と
す
る
。
そ

こ
で
は
マ
ナ
ー
及
び
土
地
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
が
領
主
と
テ
ナ
ン

ト
の
双
方
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
併
せ
て
テ
ナ
ン
ト
が
自
身
の

保
有
条
件tenures

と
い
う
観
点
か
ら
領
主
に
い
か
な
る
姿
勢
で

振
舞
う
べ
き
か
、
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。（
登
場
人
物
は
著
者
の

分
身
た
る
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
と
、
比
較
的
裕
福
な
「
フ
ァ
ー

マ
ー
」）

　

第
２
篇
：
マ
ナ
ー
「
領
主Lord

」
と
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の

間
で
、
マ
ナ
ー
の
状
況
、
そ
れ
に
属
す
る
諸
部
分
や
そ
こ
か
ら
生

じ
る
収
益profits

の
現
状
、
マ
ナ
ー
領
主
は
テ
ナ
ン
ト
層
に
ど



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
二
九　
（
九
二
一

の
よ
う
に
対
す
べ
き
か
、
が
論
題
と
さ
れ
る
。（
登
場
人
物
は

「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
と
、
雇
主
た
る
「
領
主
」
す
な
わ
ち
土
地
＝

マ
ナ
ー
を
所
有
す
る
地
主

（
（
（

）

　

第
３
篇
：
コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
の
運
営
の
様
子
や
方

式
を
内
容
と
す
る

（
（
（

。
審
問
調
査
さ
れ
る
べ
き
箇
条the A

rticles 
to be inquired of

、
及
び
任
務charge

。
謄
本Copies

、
賃
貸

借
契
約
書Leases
、
捺
印
証
書D

eeds

に
記
入
提
出
し
、
そ
れ

ら
を
記
録
保
管
す
る
仕
方
。
マ
ナ
ー
の
土
地
図
面plot

を
作
成

す
る
仕
方
。（
登
場
人
物
は
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」、
前
出
「
フ
ァ
ー

マ
ー
」
と
同
一
人
物
の
「
ベ
イ
リ
フBaylie 

［Bayly

］」、
及
び

テ
ナ
ン
ト
で
コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
又
は
マ
ナ
ー
裁
判
所

の
「
陪
審Jury

」
の
一
人
）

　

第
４
篇
：
目
盛
りscale

や
羅
針
（
製
図
器
）com

pass

、
ま

た
勘
定accom

pting

の
際
に
そ
れ
を
容
易
に
す
る
た
め
の
換
算

表T
ables of com

putation

を
用
い
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
地
面

の
エ
ー
カ
ー
数
を
算
出
す
る
手
法
を
示
す
。（
登
場
人
物
は
「
サ

ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
と
、
前
出
「
フ
ァ
ー
マ
ー
」
兼
「
ベ
イ
リ
フ
」）

　

第
５
篇
：
地
面
・
土
壌
の
様
々
な
性
質
、
そ
れ
ら
（
土
壌
）
が

も
っ
と
も
適
切
に
利
用
さ
れ
る
方
法
、
及
び
あ
ら
ゆ
る
フ
ァ
ー

マ
ー
、
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ンhusbandm

en

に
と
っ
て
好
適
な
よ

う
に
土
壌
の
向
上
、
改
良
、
改
善
を
図
る
方
法
を
示
す
。（
登
場

人
物
は
第
４
篇
と
同
じ

（
（
（

）

　

右
記
の
概
要
に
筆
者
が
付
け
加
え
れ
ば
、
第
１
篇
の
半
分
以
上

は
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
こ
れ
ま
で
の
慣
習
（
及
び
そ
れ
に
伴
う

既
得
権
）
に
も
拠
り
な
が
ら
領
主
の
経
営
合
理
策
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の
測
地
・
見
積
り
（
土
地
の
区
画
図
製
作

を
含
む
）
行
為
に
対
し
、
種
々
の
理
由
か
ら
反
発
す
る
「
フ
ァ
ー

マ
ー
」
と
、
サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
の
領
主
・
テ
ナ
ン
ト
双
方
へ
の
有

用
性
を
多
面
的
に
説
得
す
る
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
と
の
間
の
、
激

し
く
真
摯
な
議
論
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
問
題
と
関
連
し
、

比
較
的
富
裕
な
テ
ナ
ン
ト
の
間
に
、
保
有
地
の
一
層
有
利
な
権
利

の
高
値
確
保
や
、
あ
る
い
は
自
由
保
有
権
な
ど
の
購
入
を
欲
得
ず

く
の
野
望
に
駆
ら
れ
て
張
り
合
い
、
競
合
す
る
動
きauaricious 

em
ulation

が
現
出
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
物
価
高
騰
な
ど

に
伴
う
社
会
・
価
値
観
の
変
化
の
な
か
、
土
地
諸
権
利
を
め
ぐ
り

緊
張
を
孕
み
つ
つ
限
定
的
市
場
競
争
の
生
起
し
て
い
た
光
景
が
、

対
話
者
双
方
の
懸
念
・
批
判
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
込
め
て
明
示
的
に

描
か
れ
て
い
る

（
（1
（

。
そ
の
過
程
で
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の
抱
く
強
固

な
専
門
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
意
識
が
早
く
も
強
く
打
ち
出
さ
れ
て

い
る

（
（1
（

。

　

第
２
篇
で
は
、
エ
ス
テ
イ
ト
に
持
つ
領
主
権
を
た
て
に
最
大
限

の
権
利
行
使
及
び
収
益
源
確
保
を
目
論
む
「
領
主
」（「
フ
ァ
ー



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
三
〇　
（
〇
三
一

マ
ー
」
は
「
利
益
絡
み
の
諸
事
に
頗
る
詮
索
好
き
なvery in­

quisitive of things of profit

」
そ
の
性
向
を
指
摘
し
て
い
る

（
（1
（

）

と
の
や
り
取
り
の
中
で
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
は
、
地
代
や
保
有
更

新
料
だ
け
で
な
く
マ
ナ
ー
領
主
権
に
由
来
す
る
多
様
な
利
得

profits

や
収
入
項
目
（
相
続
料
や
賦
役
の
よ
う
な
封
建
的
残
滓

や
マ
ナ
ー
裁
判
所
関
連
、
地
下
資
源
ほ
か
も
含
む
不
定
期
利
得

perquisites

な
い
し
臨
時
支
払casualties

な
ど
）
を
網
羅
的
に

例
示
す
る

（
（1
（

。
他
方
「
領
主
」
と
テ
ナ
ン
ト
双
方
の
互
恵
を
期
す
公

平
な
調
停
者
、
確
固
た
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
サ
ヴ

ェ
イ
ヤ
ー
」
は
正
し
き
良
心good conscience

の
発
現
を
心
が

け
、
所
有
者
に
対
し
て
は
良
き
領
主good Landlord

た
る
べ
く

テ
ナ
ン
ト
ら
配
下
へ
の
友
愛love

や
好
意favor
と
い
っ
た
配
慮
、

取
立
て
に
穏
当
な
方
針m

oderate course

を
要
望
し
、
過
重
負

担
の
強
要
を
戒
め
て
い
る

（
（1
（

。

　

第
３
篇
で
は
前
出
の
「
フ
ァ
ー
マ
ー
」
が
、
今
度
は
マ
ナ
ー
運

営
の
要
職
を
構
成
し
、
あ
る
意
味
、
領
主
代
官
た
る
「
ベ
イ
リ

フ
」
と
し
て
再
登
場
す
る
。
こ
こ
で
は
主
に
領
主
裁
判
所
や
と
り

わ
け
コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
に
諮
ら
れ
決
定
さ
れ
る
任
務

や
項
目
な
ど
（
全
40
箇
条
）
が
、「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
と
「
ベ
イ

リ
フ
」
に
よ
る
当
該
（
ボ
ー
ラ
ン
ド
・
）
マ
ナ
ー
内
の
巡
回
・
踏

査
の
過
程
で
、
関
連
す
る
法
的
手
続
、
文
書
書
面
の
解
釈
及
び
作

成
ほ
か
の
解
説
も
交
え
な
が
ら
詳
述
さ
れ
る
。
い
わ
ば
カ
ン
ト

リ
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
イ
プ
が
印
象
的
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
と
同
時

に
、
当
時
の
（
基
本
的
に
は
領
主
側
か
ら
の
）
エ
ス
テ
イ
ト
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
該
当
業
務
細
目
が
漏
れ
な
く
記
載
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

器
具
類
を
含
め
た
測
地
実
務
、
図
面
製
作
に
つ
い
て
の
「
サ
ヴ
ェ

イ
ヤ
ー
」
の
教
示
・
所
見
が
披
瀝
さ
れ
た
後
、
当
該
コ
ー
ト
の
陪

審
（
構
成
員
）
の
一
人
を
同
行
さ
せ
、
関
係
者
各
位
の
集
合
・
審

理
の
開
始
を
前
に
対
話
は
終
わ
る
。
マ
ナ
ー
踏
査
・
視
察
の
随
行

に
適
し
た
テ
ナ
ン
ト
を
数
人
、
指
名
す
る
よ
う
「
サ
ヴ
ェ
イ

ヤ
ー
」
が
「
ベ
イ
リ
フ
」
へ
勧
奨
し
て
い
る
く
だ
り
な
ど

（
（1
（

意
味
深

い
。

　

第
４
篇
で
は
、
サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
に
か
か
わ
る
算
術
、
幾
何
、

代
数
の
基
礎
が
記
述
の
中
心
を
な
す
。「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」（
＝

ノ
ー
ド
ゥ
ン
）
の
着
目
す
る
、
サ
ー
ヴ
ェ
イ
及
び
数
学
関
連
の
先

行
文
献
や
そ
の
著
者
た
ち
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

ほ
か
、
測
量
単
位

が
、
あ
る
い
は
各
地
の
慣
習
や
既
得
権
に
よ
っ
て
不
揃
い
で
、
あ

る
い
は
議
会
の
法
令
（
指
令
）
を
介
し
て
そ
の
標
準
化
も
進
め
ら

れ
る
な
か
、
保
有
地
の
地
代
額
（
価
額
）
を
領
主
が
定
め
る
根
拠

と
な
る
の
は
あ
く
ま
で
当
該
地
の
「
質
的
・
量
的
特
性the 

quantity and quality

」
で
あ
る
旨
、「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
が
言

明
し
て
い
る

（
（1
（

。
サ
ー
ヴ
ェ
イ
の
実
施
結
果
を
知
ら
せ
る
よ
う
求
め



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
三
一　
（
一
三
一

る
「
ベ
イ
リ
フ
」
に
対
し
、
専
ら
雇
用
主
＝
領
主
の
た
め
秘
匿
さ

れ
る
べ
き
情
報
も
あ
る
と
し
て
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
が
強
く
拒
絶

し
て
い
る
発
言

（
（1
（

は
見
逃
せ
な
い
。

　

第
５
篇
で
は
、「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
が
「
ベ
イ
リ
フ
」
に
随
行

し
、
後
者
の
住
む
エ
ス
テ
イ
ト
内
を
あ
ら
た
め
て
実
地
踏
査
し
な

が
ら
語
り
合
う
。
地
質
土
壌
や
土
地
利
用
・
農
法
の
現
況
（
排
水

灌
漑
、
名
高
い
技
師
、
牧
畜
、
商
品
作
物
）、
森
林
管
理
（
森
林

破
壊
へ
の
懸
念
、
そ
の
要
因
）、
養
魚
池
や
水
車
、
雑
草
対
策
と

施
肥
、
地
下
資
源
な
ど
が
、
費
用
対
効
果
や
収
益
（
性
の
）
最
大

化
、
技
芸A

rt

・
精
勤industry
の
尊
重
、
等
々
が
縦
横
に
論

じ
ら
れ
る

（
（2
（

。
そ
れ
と
多
少
と
も
関
連
付
け
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ン
・
職
分
論
の
一
端
も
展
開
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
ま
た
、
サ
マ
セ
ッ
ト

シ
ャ
州
ト
ー
ン
ト
ンT

aunton

に
近
い
タ
ン
デ
ィ
ー
ンT

an­
deane

と
い
う
地
名
を
挙
げ
、
優
れ
た
農
法
で
こ
こ
が
（
か
つ

て
）「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
理
想
郷the Paradice of England
」

だ
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
の
は
恐
ら
く
ノ
ー
ド
ゥ
ン
自
身
の
実
地

体
験
に
基
づ
い
た
興
味
深
い
証
言
と
い
え
る

（
（2
（

。
本
篇
で
も
第
３
篇

と
同
様
、
昔
日
の
理
想
化
や
郷
愁
、
当
今
の
社
会
風
潮
へ
の
危
惧

（
（2
（

を
滲
ま
せ
つ
つ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
実
相
を
、
現
実
の
仕
事
場
と

し
て
そ
こ
に
深
く
親
し
ん
だ
専
門
当
事
者
が
巧
み
に
活
写
し
て
い

る
点
、
味
読
に
値
す
る
。
併
せ
て
本
篇
で
は
全
体
を
通
じ
、
と
り

わ
け
土
地
を
め
ぐ
る
諸
権
利
相
互
の
関
連
性
が
包
括
的
か
つ
子
細

に
記
さ
れ
て
い
る
。

２　

第
二
版
に
見
る
改
訂
・
増
補

　
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』
は
ノ
ー
ド
ゥ
ン
の
生
前
に
二
度
再

版
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
更
に
は
当
然
、
著
者
の
意
向
が
直
接
反

映
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
版
（
一
六
一
〇
年
）
の
印
刷
者
は
Ｉ
・
Ｗ
・（
な
い
し

Ｗ
・
Ｓ
・
）、
発
行
者
は
Ｉ
・
バ
ズ
ビ
ーI. Busby

と
な
っ
て
い

る
（
Ｉ
・
Ｗ
・
は
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ン
デ
ッ
トJohn W

indet

、

Ｗ
・
Ｓ
・
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ン
ズ
ビ
ーW

illiam
 Stansby

）。

第
一
版
と
同
じ
献
辞
、
序
文
、
詩
文
、
各
節
の
内
容
概
要
を
経
て
、

本
編
に
入
る
。
こ
の
版
か
ら
印
刷
者
に
よ
る
正
誤
表
が
省
か
れ
、

本
文
で
の
追
加
に
対
応
し
て
（
各
篇
）
内
容
概
要
に
第
６
篇
が
加

筆
さ
れ
た
。

　

表
題
は
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
：
通
読
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

人
、
但
し
就
中
、
土
地
を
買
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
必
要
な
い
し

意
思
の
あ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、
も
し
く
は
そ
れ
以
外
の
フ
ァ
ー

マ
ー
、
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ン
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
益
。
同
時
に
、

そ
れ
ら
の
土
地
の
迅
速
か
つ
正
確
な
サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
に
際
し
て

も
然
り
。
併
せ
て
、
多
く
の
必
須
な
定
則
に
拠
っ
て
コ
ー
ト
・
オ



史
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一
三
二　
（
二
三
一

ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
を
運
営
す
る
形
式
と
方
法
、
当
該
目
的
に
添
う

お
な
じ
み
の
換
算
表
を
付
す
。
同
様
に
、
テ
ナ
ン
ト
並
び
に
領
主

の
双
方
の
立
場
か
ら
見
た
、
地
面
に
対
す
る
施
肥
の
適
正
な
活
用
、

あ
る
い
は
地
面
の
占
有
に
つ
い
て
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
土
地
や
保
有
物
件
等
々
を
サ
ー
ヴ
ェ
イ
す
る
真
正
な
能
力
の
こ

と
を
指
す
。
こ
の
度
、
新
た
な
印
刷
に
付
さ
れ
る
。
併
せ
て
同
じ

著
者
に
よ
る
増
補
が
行
な
わ
れ
、
第
６
篇
が
新
規
に
追
加
さ
れ
て
、

そ
れ
は
土
地
の
購
入
（
希
望
）
者Purchacer of Land

と
サ
ヴ

ェ
イ
ヤ
ー
の
間
の
打
ち
解
け
た
楽
し
い
会
話
か
ら
な
る
。
双
方
い

ず
れ
に
も
間
違
い
な
く
有
用
で
、
以
上
は
単
純
封
土
権Fee 

sim
ple

の
形
態
を
と
る
に
せ
よ
、
そ
う
で
な
く
賃
借
権
に
よ
る

に
せ
よ
、
土
地
（
の
権
利
）
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
誰
に

と
っ
て
も
き
わ
め
て
必
要
性
の
高
い
事
柄
で
あ
る
。
Ｉ
・
Ｎ
・
著
、

六
つ
の
篇
に
分
か
れ
る

（
（2
（

』。

　

著
者
に
よ
る
内
容
概
要
へ
追
加
さ
れ
て
い
る
記
載
を
纏
め
れ
ば
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
６
篇
：
土
地
の
購
入
を
希
望
す
る
者
と

サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
短
い
会
話
を
内
容
と
す
る
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
の
は
単
純
封
土
権
の
形
態
で
、
も
し
く
は
賃

借
権Lease

を
介
し
、
土
地
を
購
入
す
る
能
力
と
意
思
の
あ
る

者
に
と
っ
て
考
察
を
必
要
と
す
る
諸
論
点
で
あ
る
。（
登
場
人
物

は
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
と
、「
土
地
購
入
（
希
望
）
者Pur­

chacer

」。
後
者
は
、
同
じ
マ
ナ
ー
に
居
住
す
る
テ
ナ
ン
ト
・
フ

ァ
ー
マ
ー

（
（2
（

）

　

第
１
篇
を
見
る
と
字
句
の
若
干
の
変
更
を
除
き
、
異
同
は
少
な

い
。
例
え
ば
、
算
数
（
算
術
）
に
も
と
づ
い
て
土
地
面
積
の
合
計

を
計
測
し
、
図
面
化
す
る
こ
と
が
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
職
務
の
必
要

事
項
と
い
う
（「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の
発
言
）
箇
所
で
、
第
二
版

に
は
「
し
か
し
そ
れ
が
全
て
で
は
な
い
」
と
付
け
足
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
境
界
の
設
定
ほ
か
農
地
の
実
測
に
際
し
、
テ
ナ
ン
ト
た
ち
の

助
力
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
は
自
ら
の
技
芸his 

arte

に
お
い
て
ひ
ど
く
し
く
じ
る
だ
ろ
う
」
と
の
表
現
が
、

「
…
…
自
分
の
技
芸
で
は
な
く
、（
託
さ
れ
た
）
仕
事
の
本
質

truth of his w
orke

に
お
い
て
し
く
じ
る
だ
ろ
う
」
と
訂
正
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
野
心
的
な
テ
ナ
ン
ト
・
フ
ァ
ー
マ
ー
の
間
に

見
ら
れ
た
、
フ
ァ
イ
ン
（
更
新
権
利
金
）
や
レ
ン
ト
（
地
代
・
賃

貸
料
）
に
高
値
を
申
し
出
て
保
有
権
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
熱
狂

的
か
つ
貪
欲
な
張
り
合
い
を
描
写
す
る
箇
所
で
、
初
版
に
見
ら
れ

た
「
ロ
ン
ド
ン
の
呼
売
りoutcry

の
場
と
同
じ
よ
う
に
」
と
い

う
表
現
が
削
除
さ
れ
る
な
ど
の
修
正
が
施
さ
れ
た

（
（2
（

。

　

第
２
篇
で
は
字
句
の
若
干
の
変
更
に
と
ど
ま
り
、
異
同
は
少
な

い
。
あ
え
て
二
箇
所
指
摘
す
れ
ば
、
中
世
以
来
の
名
残
と
も
い
え

る
隷
農
的
身
分
と
そ
の
隷
属
状
態
に
つ
い
て
「
領
主
」
で
さ
え
憂



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
三
三　
（
三
三
一

慮
を
隠
さ
な
い
く
だ
り
で
、
彼
の
発
言
と
し
て
「
私
は
む
し
ろ
、

現
在
の
我
々
が
自
尊pride

や
貪
欲covetousness

、
大
食

gluttony
、
好
色lasciviousness

、
酒
浸
りdrunkenness

と

い
っ
た
事
ど
も
に
甚
だ
し
く
隷
属in bondage

し
て
い
る
の
を

恐
れ
る
。
…
…
」
と
い
っ
た
文
言

（
（2
（

が
付
け
加
え
ら
れ
、
以
前
よ
り

一
層
欲
望
が
露
わ
に
な
っ
た
社
会
状
況
へ
抱
く
ノ
ー
ド
ゥ
ン
の
憂

慮
の
深
ま
り
が
窺
わ
れ
る
。
同
じ
「
領
主
」
の
発
言
の
な
か
で
、

サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
が
雇
わ
れ
て
い
る
（
地
主
の
）
側
に
立
つ
べ
き
論

拠
と
し
て
、
こ
の
版
で
は
前
版
に
あ
っ
た
権
利right

に
加
え
、

衡
平equity

の
概
念
を
持
ち
出
し
て
い
る

（
（2
（

。

　

第
３
篇
で
は
合
計
で
四
〇
箇
所
以
上
に
及
ぶ
、
概
ね
補
足
説
明

的
な
書
き
足
し
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、

コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
で
規
定
さ
れ
る
用
務
内
容
の
若
干

の
条
項
（
項
目
の
入
れ
替
え
や
変
更
も
）
で
主
に
土
地
所
有
者
の

立
場
・
権
益
、
善
行
配
慮
な
ど
に
絡
ん
で
少
な
か
ら
ず
加
筆
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
所
有
・
保
有
地
の
境
界
区
分
の
把

握
・
確
定
、
慣
習
保
有
権
な
ど
の
相
続
問
題
、
マ
ナ
ー
慣
習
、
マ

ナ
ー
内
の
鳥
獣
、
偶
然
的
拾
得
物
、
鉱
脈
、
泥
炭
、
植
草
、
定
期

市
ほ
か
市
場
（
の
開
設
や
保
有
形
態
）、
リ
ー
ト
裁
判
所
ほ
か
各

種
裁
判
所
と
関
連
文
書
、
等

（々
（2
（

。

　

第
４
篇
で
は
、
概
ね
字
句
の
修
正
、
若
干
の
補
足
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
ラ
ン
ド
ル
フ
［
ラ
ダ
ル
フ
］・
エ
イ
ガ
ス
（
ア
ッ
ガ

ス
）
の
業
績
に
触
れ
た
記
述
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
は
、
第
三
版
の

部
で
一
括
し
て
言
及
す
る

（
（3
（

。

　

第
５
篇
で
は
、
排
水
灌
漑
、
土
壌
・
施
肥
、
牧
草
地
、
地
味
の

回
復
、
小
麦
の
生
産
性
な
ど
広
く
農
業
・
農
法
上
の
諸
問
題
に
つ

い
て
字
句
、
表
現
に
変
更
や
追
加
を
行
な
っ
た
箇
所
が
十
数
点
見

ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
概
ね
補
足
的
な
も
の
で
あ
る

（
（3
（

。
一
点
注
意

す
べ
き
は
、
対
話
者
双
方
が
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
不
見
識
も
含
め

森
林
、
材
木
の
激
減
・
枯
渇
を
い
さ
さ
か
感
情
的
に
論
じ
合
う
な

か
で
、「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
が
森
林
保
全
の
措
置
を
め
ぐ
っ
て
、

初
版
で
そ
れ
を
「
実
際
考
慮
す
べ
き
事
が
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

そ
こ
（
森
林
）
に
濫
伐abuses

が
生
じ
て
い
る
か
ら
」
と
指
摘

し
て
い
る
箇
所
で
、
第
二
版
に
至
り
「
…
…
な
ぜ
な
ら
森
林
の
濫

伐
は
際
限
な
く
、
ま
た
耐
え
難
い
ま
で
に
な
っ
て
い
る
か
ら
」
と

強
調
が
加
え
ら
れ
て
い
る

（
（3
（

。

第
二
版
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
第
６
篇

　

第
二
版
で
は
初
版
に
な
か
っ
た
、「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
と
、
フ

ァ
ー
マ
ー
で
「
土
地
購
入
（
希
望
）
者
」＝
潜
在
的
土
地
投
資
家

と
の
対
話
か
ら
な
る
一
篇
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。
手
持
ち

金
1000
ポ
ン
ド
（
な
い
し
1000
マ
ー
ク
）
で
初
め
て
単
純
封
土
権
付
き
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（
四
三
一

の
自
由
保
有
地
の
購
入
を
希
望
す
る
富
裕
な
テ
ナ
ン
ト
・
フ
ァ
ー

マ
ー
＝「
土
地
購
入
（
希
望
）
者Purchacer

」
に
対
し
「
サ
ヴ

ェ
イ
ヤ
ー
」
は
、
昨
今
の
気
質
・
風
潮
か
ら
く
る
過
度
な
野
心
を

戒
め
、
単
純
封
土
権
付
き
土
地
購
入
に
難
色
を
示
す
。
現
実
論
と

し
て
単
純
封
土
権
（
自
由
保
有
）
と
定
期
借
地
の
利
点
及
び
欠
点

を
対
比
提
示
し
た
う
え
で
、
ま
た
子
息
の
生
活
安
堵
に
前
者
の
持

つ
優
位
を
認
め
つ
つ
も
、
投
資
（
額
）
規
模
の
比
較
的
小
さ
い
こ

と
や
購
入
後
の
資
金
繰
り
等
を
考
慮
し
、
よ
り
分
相
応
の
若
干
短

期
な
21
年
間
の
定
期
借
地
権
の
買
取
り
を
、（
将
来
生
じ
う
る
問

題
点
を
承
知
し
な
が
ら
）
あ
え
て
推
奨
す
る

（
（3
（

。
か
く
の
如
く
本
篇

は
概
ね
土
地
投
資
に
向
け
た
資
産
運
用
の
手
引
と
も
目
さ
れ
る
記

載
内
容
で
、
従
っ
て
末
尾
に
至
っ
て
の
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の
発

言
中
、
列
挙
さ
れ
る
の
が
エ
ス
テ
イ
ト
購
入
の
際
に
売
り
手
と
買

い
手
の
双
方
が
周
到
に
留
意
す
べ
き
重
要
確
認
事
項
で
あ
る
点
、

と
り
わ
け
意
義
深
い

（
（3
（

。

３　

生
前
最
終
の
第
三
（
完
結
）
版
（
一
六
一
八
年
）

　

印
刷
者
は
ト
マ
ス
・
ス
ノ
ー
ダ
ムT

hom
as Snodham

。
内

容
構
成
は
第
二
版
と
同
様
で
、
著
者
が
最
終
の
修
正
・
加
筆
を
施

し
た
、
い
わ
ば
生
前
の
完
結
版
と
考
え
て
よ
い
。

　

表
題
は
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
：
通
読
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

人
、
但
し
就
中
、
土
地
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
売
っ
た
り
す
る
必

要
な
い
し
意
思
の
あ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、
フ
ァ
ー
マ
ー
、
ハ
ズ

バ
ン
ド
マ
ン
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
益
。
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
土

地
の
迅
速
か
つ
正
確
な
サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
に
際
し
て
も
然
り
。
併

せ
て
、
多
く
の
必
須
な
定
則
と
と
も
に
コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ

ェ
イ
を
運
営
す
る
形
式
と
方
法
、
当
該
目
的
に
添
う
お
な
じ
み
の

換
算
表
を
付
す
。
同
様
に
、
テ
ナ
ン
ト
並
び
に
領
主
の
立
場
に
適

合
し
た
、
い
く
つ
か
の
地
面
に
対
す
る
施
肥
の
活
用
に
つ
い
て
。

こ
の
度
、
三
度
目
の
印
刷
に
付
さ
れ
る
。
併
せ
て
同
じ
著
者
に
よ

る
増
補
が
行
な
わ
れ
、
第
６
篇
が
新
規
に
追
加
さ
れ
て
、
そ
れ
は

土
地
の
購
入
者
と
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
間
の
打
ち
解
け
た
楽
し
い
会

話
か
ら
な
る
。
双
方
い
ず
れ
に
も
間
違
い
な
く
有
用
で
、
以
上
は

単
純
封
土
権
の
形
態
を
と
る
に
せ
よ
、
賃
借
権
に
よ
る
に
せ
よ
、

土
地
（
の
権
利
）
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
誰
に
と
っ
て
も

き
わ
め
て
必
要
性
の
高
い
事
柄
で
あ
る
。
Ｉ
・
Ｎ
・
著
、
六
つ
の

篇
に
分
か
れ
る

（
（3
（

』。

　

読
者
へ
の
序
文
で
第
三
版
に
は
語
彙
の
重
要
な
入
替
え
が
二
箇

所
あ
る
。
土
地
所
有
者
や
野
心
的
フ
リ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
向
こ
う
見

ず
な
虚
栄
的
浪
費
に
対
す
る
戒
め
を
述
べ
た
部
分
で
、
初
版
、
第

二
版
で
は
「
私
は
こ
の
こ
と
を
愛
情attachm

ent

で
は
な
く
予

防preuention
の
観
点
か
ら
語
っ
て
い
る
」
と
な
っ
て
い
る
の



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
三
五　
（
五
三
一

が
、「
…
…
警
告caution

の
意
味
で
…
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
恐
ら
く
、
想
定
さ
れ
る
読
者
に
配
慮
し
た
語
彙
調
整
と
見

ら
れ
る

（
（3
（

。
ま
た
著
者
が
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
向
か
っ
て
、
自
身
の

名
誉
や
高
位
を
支
え
る
テ
ナ
ン
ト
ら
配
下
の
者
に
対
し
「
自
身
の

支
配com

m
ands

の
及
ぶ
範
囲
内
で
そ
う
し
た
仕
方
に
則
り
、

こ
の
人
た
ち
に
あ
り
っ
た
け
の
好
意
や
寛
容
を
以
て
接
し
…
…
」

云
々
と
諭
す
部
分
で
、
高
位
者
の
払
う
配
慮
の
条
件
が
「
自
身
の

収
入reuenues

の
許
す
範
囲
内
で
…
…
」
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

土
地
所
有
と
エ
ス
テ
イ
ト
運
営
の
要
諦
は
内
部
収
入
源
の
把
握
と

確
保
・
拡
大
及
び
（
収
益
）
効
率
向
上
と
見
る
著
者
の
姿
勢
を
、

冒
頭
部
で
一
際
強
調
し
た
変
更
と
な
っ
て
い
る

（
（3
（

。

　

第
１
篇
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ー
な
加
筆
、
修
正
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　

第
２
篇
に
つ
い
て
も
、
字
句
表
現
や
説
明
に
追
加
な
ど
を
行
な

っ
た
箇
所
が
三
〇
点
ほ
ど
見
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
補
足
的
な
も

の
に
と
ど
ま
る

（
（3
（

。

　

第
３
篇
で
は
、
字
句
表
現
や
説
明
に
変
更
・（
具
体
例
を
含
め

た
）
追
加
な
ど
を
行
な
っ
た
箇
所
が
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
い
ず

れ
も
概
ね
補
足
的
な
も
の
で
あ
る

（
（4
（

。
一
方
、「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」

が
職
業
上
、
知
っ
て
お
く
べ
き
事
項
と
説
く
マ
ナ
ー
内
、
木
材
加

工
向
け
森
林
樹
木
の
本
数
把
握
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
手
法
説
明

が
本
版
か
ら
一
部
削
除
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

が
、
す
で
に
指
摘
し
た
著
者

の
森
林
保
全
・
管
理
重
視
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も

ノ
ー
ド
ゥ
ン
は
体
験
上
、
森
林
各
種
の
事
情
に
明
る
く
、
収
益
源
、

資
源
の
二
つ
の
視
点
で
林
野
を
重
視
す
る

（
（4
（

。
と
こ
ろ
で
、「
ベ
イ

リ
フ
」
の
「
あ
な
た
の
話
を
簡
略
化
す
れ
ば
、（
森
林
以
外
も
含

む
）
土
地
の
賃
貸letting

や
売
却sale

の
際
に
も
同
じ
よ
う
な

こ
と
（
対
象
地
の
特
性
や
産
物
、
価
額
の
判
定
）
が
考
慮
さ
れ
る

べ
き
で
す
」
に
続
く
対
話
と
し
て
、
以
下
が
追
加
さ
れ
て
い
る
の

は
注
目
に
値
す
る
。

　
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」：「
…
…
い
く
つ
か
の
場
所
を
見
る
と
、
質

的
に
類
似
し
た
土
地
の
間
で
生
じ
る
価
格prizes

の
差
異
は
さ

ほ
ど
大
き
く
な
り
得
な
い
…
。
と
い
う
の
も
エ
ー
カ
ー
当
た
り
、

放
牧
地
で
同
じ
く
ら
い
の
給
餌
飼
養feeding

、
干
し
草
の
必
要

量
、
あ
る
い
は
同
水
準
の
耕
作
収
益
額profit in tilling

を
生
じ

る
と
目
さ
れ
る
土
地
は
、
世
帯
（
人
数
）com

panies

の
等
し
い

フ
ァ
ミ
リ
に
同
じ
く
ら
い
の
生
計
維
持
額m

aintenance

を
も

た
ら
す
だ
ろ
う
。
従
っ
て
質
的
に
類
似
す
る
土
地
の
年
間
価
額
が

あ
ま
り
大
き
く
違
わ
な
い
の
も
道
理
で
あ
る
。」

　
「
ベ
イ
リ
フ
」：「
確
か
に
そ
れ
が
道
理
で
、（
年
間
価
額
の
）
差

異
は
大
き
く
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
け
れ
ど
、
そ
れ
（
土
地
）
は

通
常
、
産
物
の
出
荷
（
額
）vent of com

m
odities

に
応
じ
て



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
三
六　
（
六
三
一

価
額
評
価
さ
れ
る
の
で
す
。
但
し
こ
の
問
題
は
さ
し
お
き
ま
し
ょ

う
」。
市
場
向
け
の
土
地
評
価
規
準
・
算
定
を
め
ぐ
っ
て
、
外
部

サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
と
農
地
当
事
者
の
間
に
認
識
差
の
あ
る
こ
と
が
知

れ
よ
う

（
（4
（

。

　

エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
を
め
ぐ
っ
て
初
版
以
来
、
三
つ
の
版
の
記
載

が
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
一
箇
所
は
着
眼
に
値
す
る
の
で
、
ま

と
め
て
言
及
し
た
い
。
コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
の
扱
う
共

有
地
（
耕
圃
あ
る
い
は
牧
草
地
）
の
（
領
主
の
許
可
や
テ
ナ
ン
ト

の
合
意
を
伴
う
）
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
関
連
に
つ
い
て
、

　

初
版
：「
ベ
イ
リ
フ
」
の
「
で
は
、
あ
な
た
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ

ャ
を
好
ん
で
お
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
（
か
？
）」
と
の
問
い
に
対

し
、「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
は
「
私
は
そ
れ
を
好
ん
で
い
る
。
私
見

で
は
テ
ナ
ン
ト
が
そ
の
能
力
手
腕
を
増
進
さ
せ
る
た
め
に
採
り
得

る
、
そ
れ
は
も
っ
と
も
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
対
象
の
地
面
が

適
合
す
れ
ば
、
囲
い
込
ま
れ
た
一
エ
ー
カ
ー
は
共
有
地
（
形
態
で

の
）
一
エ
ー
カ
ー
半
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
は

（
関
係
者
相
互
の
合
意
を
伴
う
）
一
般
的
形
態generall 

で
あ
る

べ
き
で
、
領
主
が
侵
奪
的
なvsurping

エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
よ

っ
て
住
民
人
口
を
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
。」

　

第
二
版
：「（
同
右
か
ら
以
下
へ
続
く
）
そ
う
な
れ
ば
、
神
に
と

っ
て
憎
む
べ
き
、
人
に
と
っ
て
も
不
快
き
わ
ま
り
な
い
事
態
で
あ

る
。」

　

第
三
版
：「（
同
右
か
ら
傍
線
部
だ
け
除
き
、
以
下
へ
続
く
）
但

し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
荒
蕪
地
や
不
利
益
な
共
有
地com

m
ons

が

囲
い
込
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
く
割
り
当
て
ら
れ
れ
ば
、
優

れ
た
耕
作
管
理m

anurance

を
介
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
（
他

の
）
ど
の
一
州
よ
り
（
一
層
）
多
く
の
人
々
に
食
糧
を
提
供
す
る

よ
う
に
な
ろ
う

（
（4
（

」。

　

テ
ナ
ン
ト
間
の
囲
い
込
み
行
為
や
、
エ
ス
テ
イ
ト
経
営
の
一
助

と
し
て
土
地
所
有
者
が
テ
ナ
ン
ト
と
合
意
し
た
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ

に
は
積
極
的
な
賛
意
を
示
し
つ
つ
、
領
主
（
主
導
・
単
独
）
に
よ

る
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
対
し
て
は
消
極
姿
勢
か
、
あ
る
い
は
一
定

条
件
付
き
の
賛
意
表
明
で
あ
っ
た
の
が
、
第
三
版
で
著
者
は
、
そ

の
社
会
・
公
益
に
資
す
る
側
面
（
食
糧
増
産
な
ど
）
を
併
せ
て
打

ち
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

（
（4
（

。

　

第
４
篇
で
は
、
字
句
・
表
現
の
微
細
な
修
正
、
補
充
の
ほ
か
、

土
地
面
積
の
算
出
（
換
算
表
）
を
め
ぐ
る
、
ラ
ン
ド
ル
フ
［
ラ
ダ

ル
フ
］・
エ
イ
ガ
ス
［
ア
ッ
ガ
ス
］
氏
の
業
績
（
換
算
表
）
に
つ

い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
不
備
が
あ
っ
て
自

分
が
修
正
し
た
が
氏
の
努
力
は
称
賛
に
値
し
、
他
の
も
の
に
比
べ

も
っ
と
も
迅
速
な
表
な
の
で
掲
出
す
る
、
と
。
第
一
、
二
版
に
あ

っ
た
補
足
説
明
（
同
主
旨
だ
が
わ
ず
か
に
異
な
る
）
が
こ
の
版
で



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
三
七　
（
七
三
一

は
異
例
な
こ
と
に
削
除
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

。

　

第
５
篇
で
も
、
数
多
い
マ
イ
ナ
ー
な
修
正
、
削
除
、（
事
例
を

含
む
）
加
筆
・
補
整
の
な
か
で
、
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
関
係
の
記
述

の
変
化
が
注
目
に
値
す
る
。
初
版
か
ら
あ
る
「
現
存
す
る
産
品

com
m

odity
が
将
来
の
時
代
（
の
人
々
）
か
ら
、
よ
り
良
き
も

の
を
奪
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
小
見
出
しm

arginalia

部

分
の
、「
す
な
わ
ち
、
た
っ
た
一
つ
の
産
品
の
た
め
に
、
本
来
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ー
ル
に
一
層
有
利
な
（
便
宜
性
の
高
い
）
別
の

産
品
が
、
一
部
の
私
人som

e private m
en

の
手
で
放
棄
さ
れ

る
よ
う
な
場
合
」
の
危
険
性
を
指
摘
し
た
記
述
の
後
、
第
三
版
で

は
古
代
の
ロ
ー
マ
（
コ
ン
ス
ル
が
森
林
保
護
を
担
当
、
ウ
ェ
ル
ギ

リ
ウ
ス
の
詩
に
も
あ
る
）
と
、
現
今
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
見
る
森
林

保
護
、
植
林
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
か
か
る
特
有
な
物
品
（
森
林

→
木
材
）
の
全
般
的
な
荒
廃
、
そ
の
予
防
の
欠
如
こ
そ
憂
え
る
べ

き
で
、
そ
れ
は
こ
の
コ
モ
ン
・
ウ
ェ
ル
ス
の
哀
し
む
べ
き
弱
体
化

を
招
く
、
等
の
説
明
が
新
規
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
エ
ン

ク
ロ
ー
ジ
ャ
な
ど
に
よ
る
人
口
荒
廃
の
記
述
へ
接
続
さ
れ
、「
思

う
に
あ
な
た
の
言
お
う
と
す
る
意
味
は
」
か
ら
始
ま
る
「
ベ
イ
リ

フ
」
の
発
言
は
、「
荒
廃
化D

euastation

と
は
」
と
一
層
具
体

的
に
訂
正
さ
れ
る
に
至
る
。
前
版
と
同
じ
、
以
下
の
「
荒
廃
化
が

生
じ
る
の
は
、
農
地
あ
る
い
は
村tow

n

［e

］ships

が
私
人
に
よ

っ
て
無
人
化
さ
れ
、
家
屋
群
が
取
り
壊
さ
れ
、
土
地
が
以
前
よ
り

（
何
ら
か
）
私
的
使
用
に
、
例
え
ば
羊
の
放
牧
地
と
か
畜
牛
の
牧

草
地
と
か
の
限
定
使
用
に
転
じ
ら
れ
、
す
な
わ
ち
そ
う
い
っ
た
収

益
性
に
乏
し
い
用
途
の
せ
い
で
一
段
と
好
ま
し
い
穀
物
（
作
付
）

が
放
棄
さ
れ
る
と
き
で
す
」
は
、「
ベ
イ
リ
フ
」
の
口
を
借
り
た
、

あ
る
種
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
批
判
論
の
紹
介
と
見
て
よ
い
。

　

こ
れ
を
受
け
た
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の
発
言
（［
森
林
減
少
に

伴
う
］
無
人
化D

epopulation

は
危
険
、
と
の
小
見
出
し
に
続

く
）
を
見
る
と
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
穀
物
（
栽
培
用
途
）
も

羊
や
畜
牛
（
の
飼
養
）
も
ど
ち
ら
も
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
何
人

も
否
定
し
得
な
い
。
但
し
立
派
な
家
が
建
ち
、
誠
実
な
人
々
や
良

き
臣
民
た
ち
が
そ
こ
に
住
み
、
も
て
な
し
の
気
持
ちhospitality

が
保
た
れ
、
貧
し
い
人
た
ち
が
救
済
さ
れ
、
国
王
陛
下
へ
の
奉
仕

が
高
め
ら
れ
、
か
く
し
て
（
そ
う
し
た
状
況
が
）
コ
モ
ン
・
ウ
ェ

ル
ス
に
一
段
と
役
立
つ
と
こ
ろ
で
、（
し
か
し
あ
え
て
）
牡
牛
や

羊
を
飼
養
し
よ
う
と
い
う
場
合
、
そ
れ
が
コ
モ
ン
・
ウ
ェ
ル
ス
の

破
壊bane

、
無
神
論A

theism

（
の
特
性
）
を
あ
か
ら
さ
ま
に

示
す
行
為
、
愚
か
に
気
取
っ
た
野
心apish am

bition

あ
る
い
は

貪
欲
な
張
り
合
いw

olvish em
ulation

の
証
し
、
と
言
わ
ぬ
者

が
誰
か
あ
ろ
う
か
？　

と
は
い
え
現
状
の
改
革
を
周
到
に
規
定
す

る
法
令
・
制
定
法statute

が
存
在
す
る
以
上
、
家
屋
を
空
き
家



史
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一
三
八　
（
八
三
一

に
す
る
人
や
森
林
を
毀
損
す
る
者
に
つ
い
て
場
所
や
人
（
の
例
）

を
挙
げ
る
向
き
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
と
し
て
は
非
難
す

る
の
は
控
え
よ
う
。
…
…
」（
傍
線
部
は
第
三
版
で
の
加
筆
箇
所

（
（4
（

）。

　

き
わ
め
て
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
言
い
回
し
で
あ
る
が
、「
サ

ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
生
み
出
す
（
一
部
領
主
や

と
り
わ
け
有
力
テ
ナ
ン
ト
に
と
っ
て
の
）
効
率
や
収
益
性
の
向
上

を
認
識
し
是
認
し
な
が
ら
も
、
と
り
わ
け
森
林
消
失
な
ど
に
伴
う

コ
モ
ン
・
ウ
ェ
ル
ス
的
調
和
の
破
壊
を
益
々
案
じ
て
い
る
、
と
推

測
さ
れ
る
。
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
一
揆
が
鎮
圧
さ
れ
て
久
し
い
第
三
版

刊
行
時
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
懸
案
を
あ
ら
た
め
て
具
体
的
に
書
き

足
す
心
境
が
強
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
第
３
篇
に
盛
ら

れ
た
重
要
な
主
張
の
一
つ
が
初
版
か
ら
変
わ
ら
ぬ
（
む
し
ろ
時
と

と
も
に
強
調
さ
れ
た
）
森
林
・
林
野
枯
渇
、
す
な
わ
ち
コ
モ
ン
・

ウ
ェ
ル
ス
共
有
の
資
源
喪
失
へ
の
憂
慮
で
あ
る
点
、
筆
者
は
あ
ら

た
め
て
強
調
し
た
い
。
失
わ
れ
て
ゆ
く
森
林
へ
の
危
機
感
は
生
前

各
版
で
の
異
同
に
も
顕
わ
れ
て
お
り
、
著
者
の
重
要
な
副
次
的

テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た

（
（4
（

。
同
時
に
解
体
へ
向
か
う
か
に
思
え
る

コ
モ
ン
・
ウ
ェ
ル
ス
の
危
機
現
況
に
直
面
し
た
ノ
ー
ド
ゥ
ン
の
裡

で
領
主
経
営
効
率
化
を
助
言
し
、
市
場
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
の
浸
透

を
つ
ぶ
さ
に
把
握
し
な
が
ら
、
過
度
な
そ
れ
ら
へ
の
疑
念
も
一
層

明
瞭
に
表
明
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
（4
（

。

　

第
二
版
か
ら
追
加
さ
れ
た
第
６
篇
に
つ
い
て
も
第
三
版
で
は
若

干
の
語
句
の
変
更
、
説
明
的
補
足
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
数
は
少

な
い
。
た
だ
一
箇
所
、
第
二
版
に
あ
っ
た
「
そ
し
て
そ
ん
な
次
第

ゆ
え
、
手
許
に
金
銭
を
持
つ
者
は
今
、
そ
の
子
息
が
［
将
来
］
手

放
す
か
も
し
れ
な
い
も
の
を
買
う
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
一
文

が
削
除
さ
れ
て
い
る

（
（5
（

。
潜
在
的
な
土
地
購
入
層
や
す
で
に
エ
ス
テ

イ
ト
を
所
有
す
る
ジ
ェ
ン
ト
リ
家
長
に
と
っ
て
刺
戟
的
と
判
断
さ

れ
た
の
か
、
本
篇
で
は
唯
一
、
第
二
版
か
ら
省
略
さ
れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
社
会
情
勢
や
価
値
観
の
変
転
、
市
場
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ヴ
の
発
現
に
伴
う
世
代
間
の
財
産
移
動
状
況
に
、
著
者
は
一
貫
し

て
強
い
関
心
と
懸
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

４　

没
後
、
一
八
世
紀
刊
行
の
第
四
版

　

第
四
版
（
一
七
三
八
年
）
の
印
刷
者
は
Ｒ
・
モ
ン
タ
ギ
ュR. 

M
ontagu

。
著
者
の
没
後
一
世
紀
余
を
経
て
一
八
世
紀
前
半
に
刊

行
さ
れ
た
。

　

表
題
は
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
：
通
読
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

人
、
就
中
、
マ
ナ
ー
領
主
、
マ
ナ
ー
・
コ
ー
ト
の
ス
テ
ュ
ワ
ー
ド
、

テ
ナ
ン
ト
、
フ
ァ
ー
マ
ー
、
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ン
に
き
わ
め
て
有
益
。

三
つ
の
篇
に
分
か
れ
、
周
到
に
改
訂
・
訂
正
の
う
え
綿
密
な
索
引

を
付
す

（
（5
（

』。



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
三
九　
（
九
三
一

　

表
題
文
言
に
顕
わ
れ
て
い
る
通
り
、
想
定
読
者
と
し
て
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
マ
ナ
ー
・
コ
ー
ト
の
執
事
役Stew

ards

が
明
記
さ

れ
て
い
る

（
（5
（

。
大
き
な
変
更
は
献
辞
、
序
文
、
詩
文
が
全
て
削
除
、

本
文
の
前
に
は
第
１
～
３
篇
ま
で
の
主
旨
（
第
三
版
と
同
じ
文

言
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
、
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
固
有
の
代
数

学
等
の
基
礎
を
解
説
し
た
第
４
篇
、
土
壌
・
農
法
を
詳
細
に
論
じ

た
第
５
篇
、
富
裕
な
フ
ァ
ー
マ
ー
へ
向
け
た
投
資
指
南
た
る
第
６

篇
の
計
三
篇
が
省
か
れ
、
第
３
篇
ま
で
採
録
さ
れ
て
い
た
叙
述
の

大
幅
な
削
除
・
縮
冊
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
唯
一
、
巻
末
索
引
の
付

い
た
版
本
で
あ
る

（
（5
（

。

　

こ
の
版
が
誰
の
、
ど
の
よ
う
な
目
的
、
意
図
で
発
刊
さ
れ
た
か

不
明
で
あ
る
が
、
ノ
ー
ド
ゥ
ン
の
同
業
者
で
あ
る
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー

職
や
執
事
職
の
存
在
ア
ピ
ー
ル
、
職
掌
手
引
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、

内
容
は
少
し
古
く
な
っ
た
も
の
の
簡
明
不
易
な
マ
ナ
ー
運
営
指
南

の
体
裁
が
と
ら
れ
て
い
る
（
但
し
そ
れ
に
し
て
は
実
用
性
の
あ
る

第
４
～
５
篇
が
省
か
れ
た
理
由
が
分
ら
な
い

（
（5
（

）。
ま
た
本
版
の
刊

行
は
土
壌
改
良
に
つ
い
て
の
（
生
前
版
以
来
の
）
所
見
が
あ
ら
た

め
て
高
く
評
価
さ
れ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
、
と
す
る
見
解
も
あ

る
（
但
し
土
壌
改
良
関
係
の
記
述
は
削
除
さ
れ
た
第
５
篇
に
比
較

的
詳
し
い

（
（5
（

）。

　

第
１
篇
だ
け
は
第
三
版
の
内
容
の
大
部
分
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。

但
し
第
三
版
の
小
見
出
し
に
お
い
て
「（
領
主
の
行
な
う
）
サ
ー

ヴ
ェ
イ
に
協
力
を
拒
む
意
向
の
テ
ナ
ン
ト
に
、
法
は
刑
罰
を
科

す
」
の
後
半
部
、
同
じ
く
第
三
版
小
見
出
し
の
「
正
し
い
心
」

「
神
へ
の
畏
敬
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
も

成
功
し
得
な
い
」
以
降
、「
身
体
か
ら
見
た
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
ま

で
に
至
る
箇
所
が
、
こ
の
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
削
除
箇
所

は
、
職
業
人
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の

ど
ち
ら
か
と
言
う
と
道
義
的
な
心
得
が
信
仰
上
の
所
見
も
含
め
て

説
か
れ
て
い
る
部
分
で
、
こ
の
省
略
以
外
は
前
版
の
記
述
と
変
わ

ら
な
い
。

　

第
２
篇
で
は
と
り
わ
け
後
半
部
に
、
き
わ
め
て
大
幅
な
削
除
が

な
さ
れ
て
い
る
。
領
主
に
対
す
る
テ
ナ
ン
ト
の
役
務
奉
仕
と
相
続

上
納
物
の
負
担
を
め
ぐ
る
議
論
の
一
部
、
相
続
料
や
そ
れ
に
絡
ん

で
ナ
イ
ト
奉
仕
（
保
有
、
封
）
の
議
論
な
ど
、
被
後
見
人W

ard

（
後
見
権
）
及
び
聖
職
推
薦
権Presentations

、
聖
職
禄
俗
人
保

有Im
propriations

、
隷
農
保
有
（
身
分
）V

illanage

と
い
っ

た
領
主
に
存
す
る
残
滓
的
諸
権
（
収
入
源
）
の
解
説
の
全
て
、
が

削
除
さ
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
前
期
と
も
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
存

在
も
議
論
も
そ
の
意
味
合
い
が
著
者
の
生
前
よ
り
古
び
、
薄
ら
い

で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
ほ
か
な
い
。
第
三
版
の
末
尾
に
あ
っ
た
、

（
嘆
く
べ
き
）
社
会
的
変
動
の
な
か
で
望
ま
れ
る
領
主
と
テ
ナ
ン



史
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一
四
〇　
（
〇
四
一

ト
の
あ
る
べ
き
（
互
恵
的
）
関
係
を
議
論
し
た
部
分
が
省
筆
さ
れ

て
い
る
の
も
、
マ
ナ
ー
業
務
の
簡
易
な
指
南
に
当
該
部
分
は
不
要

あ
る
い
は
時
代
遅
れ
、
と
編
者
に
判
断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

第
３
篇
で
も
、
第
三
版
の
前
置
き
部
分
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
当

「
ボ
ー
ラ
ン
ド
・
マ
ナ
ー
」
内
の
（
領
主
）
邸
宅
風
景
を
描
写
す

る
箇
所
が
ま
ず
削
除
さ
れ
る
。
コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
で

訓
令
さ
れ
る
用
務
内
容
の
条
項
（
模
範
書
式
を
含
む
）
は
第
三
版

の
記
載
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
く
終
盤
部
（
器

具
を
含
む
測
量
技
術
論
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
、
フ
ァ
ー
マ
ー
た
る

陪
審
の
一
人
を
同
行
さ
せ
た
当
マ
ナ
ー
内
で
の
実
地
踏
査
・
指
導

の
大
部
分
）
で
は
記
載
が
大
幅
に
割
愛
さ
れ
る
。
こ
こ
は
時
代
に

符
合
し
な
い
と
い
う
よ
り
、
単
に
記
述
が
冗
長
と
見
な
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う

（
（5
（

。

５　

‌‌�

一
九
世
紀
に
お
け
る
第
五
版
の
編
集
・
発
行
が
物

語
る
も
の　
　
　

　

第
四
版
か
ら
さ
ら
に
一
世
紀
余
を
経
た
一
九
世
紀
半
ば
、
建
築

家m
aster builder, architect

の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

建
築
刊
行
協
会
に
よ
り
、
第
五
版
が
発
表
さ
れ
る
に
至
る
。

　

表
題
は
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』。
編
者
ジ
ョ
ン
・
パ
プ

ワ
ー
ス
の
記
し
た
序
、
目
次
の
後
、
直
ち
に
本
文
に
入
り
、
旧
来

の
第
１
～
３
、
６
篇
（
第
４
～
５
篇
は
省
略
）
の
四
つ
が
（
著
者

生
前
の
版
に
比
し
大
幅
な
省
筆
を
伴
っ
て
）
復
刻
さ
れ
て
い
る

（
序
で
の
言
及
や
第
６
篇
の
再
録
が
あ
る
以
上
、
編
者
は
著
者
生

前
の
第
二
～
三
版
の
全
体
を
閲
読
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
え
て

直
近
の
第
四
版
で
行
な
わ
れ
た
削
除
が
容
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

固
有
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
）。
第
１
～
３
篇
は
字
句
な
ど
い
く
つ

か
マ
イ
ナ
ー
な
改
変
を
除
い
て
（
第
三
版
で
な
く
）
第
四
版
の
記

載
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
、
第
６
篇
で
は
字
句
な
ど
若
干
の
小
変
更
を
除

き
第
三
版
の
記
載
が
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て
い
る

（
（5
（

。

　

本
版
の
刊
行
目
的
は
編
者
に
よ
る
序
や
若
干
の
書
き
込
み
に
窺

わ
れ
る
。
彼
は
ノ
ー
ド
ゥ
ン
の
経
歴
や
著
作
に
つ
い
て
概
略
を
述

べ
、
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。「
こ
の
書
物
の
刊

行
は
ロ
ン
ド
ン
で
四
版
を
数
え
た
。
…
…
一
七
三
八
年
の
［
第

四
］
版
本
は
最
初
の
三
篇
だ
け
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
編

纂
の
際
に
は
こ
れ
を
用
い
た
。
第
６
篇
は
第
三
版
か
ら
リ
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
―
ペ
ー
ジ
が
補
足
し
て

あ
る
。
目
次
部
に
主
旨
の
み
を
記
載
し
て
第
４
～
第
５
篇
を
省
い

た
本
冊
は
、
建
築
家
が
目
下
、
そ
の
業
務
遂
行
を
し
ば
し
ば
託
さ

れ
て
い
る
如
き
土
地
財
産
の
最
適
な
配
置
に
つ
い
て
助
言
を
、
他

の
ど
ん
な
専
門
的
職
能
の
権
威
者
よ
り
ず
っ
と
頻
繁
に
求
め
ら
れ

る
当
節
の
時
勢
に
と
り
わ
け
適
し
た
労
作
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
労



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
四
一　
（
一
四
一

作
に
は
、
ま
ず
は
一
読
を
勧
め
る
と
い
う
以
外
の
称
賛
は
必
要
あ

る
ま
い

（
（5
（

」。
す
な
わ
ち
、
従
来
諸
版
に
見
る
内
容
の
推
移
を
当
時

の
認
識
で
ほ
ぼ
適
切
に
た
ど
っ
た
う
え
で
、
250
年
近
く
前
に
サ
ヴ

ェ
イ
ヤ
ー
の
著
し
た
文
献
を
、
単
な
る
復
刻
で
は
な
く
い
わ
ば
実

用
参
考
書
に
近
い
も
の
と
し
て
、
当
代
第
一
級
の
建
築
家
が
広
く

同
業
者
へ
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
と
り
わ
け
着

目
さ
れ
よ
う
。

　

事
実
上
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
上
最
初
の
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
向
け
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
な
か
で
、
建
物
の
構
築
に
先
立
つ
市
街
地
測
量
を
併
せ

重
視
し
た
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
の
記
述
が
象
徴
的
に
示
し
て
い

る
如
く
、
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
や
（
市
街
な
ど
の
）
建
築
家
、
そ
の
後

オ
ー
ク
シ
ョ
ニ
ア
ほ
か
諸
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
業
域
が
相
互
に

入
り
組
ん
で
重
複
す
る
状
況
が
継
続
し
た

（
（5
（

。
彼
ら
が
各
々
独
立
し

た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
団
体
を
構
成
す
る
間
際
の
こ
の
時
期
、

『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』
と
い
う
文
献
が
建
築
家
集
団
形
成
の

功
労
者
の
一
人
に
着
眼
・
評
価
さ
れ
、
同
業
者
に
推
奨
す
べ
く
復

刻
さ
れ
た
事
実
は
特
筆
に
値
し
よ
う
。
一
九
世
紀
前
期
の
土
地
・

建
物
業
務
の
ビ
ジ
ネ
ス
状
況
の
一
端
と
、
同
書
の
（
あ
ら
た
め
て

第
６
篇
を
含
め
た
）
内
容
の
持
つ
射
程
の
広
さ
と
長
さ
が
こ
こ
に

見
て
と
れ
る
。
本
版
刊
行
の
頃
か
ら
ま
も
な
く
、（
す
で
に
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
確
立
し
て
い
た
法
曹
職
等
の
領
域
以
外
で
、）

サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
も
建
築
家
も
続
々
と
職
能
団
体
形
成
の
本
格
的
段

階
へ
と
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
る

（
（6
（

。

６　

‌�

近
年
の
編
集
・
校
訂
本
（
主
と
し
て
、
最
新
の
校

訂
に
よ
る
「
決
定
版
」）

　

近
年
の
編
集
・
刊
行
は
、
著
者
生
前
の
最
終
版
で
あ
る
一
六
一

八
年
刊
の
第
三
版
を
底
本
に
し
て
い
る
点
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お

き
た
い
。
一
九
七
九
年
、T

he English Experience

の
一
冊

（no. ‌945

）
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及
び
ノ
ー
ウ
ッ
ド
（
ア
メ

リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
）
の
発
行
者
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た

（
（6
（

。

本
文
の
活
字
綴
り
は
第
三
版
の
忠
実
な
再
現
で
、
一
種
の
コ
ピ
ー

版
と
い
え
る
。

　

二
〇
一
〇
年
、
編
者
Ｍ
・
ネ
ツ
ロ
フ
氏
に
よ
る
比
較
的
詳
細
な

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
付
き
の
校
訂
本
が
、「
決
定
版a critical 

edition

」
と
銘
打
っ
て
ア
シ
ュ
ゲ
イ
ト
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
社
か

ら
刊
行
さ
れ
た

（
（6
（

。
本
版
は
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
新
し
い
視
点

や
研
究
成
果
を
盛
り
込
み
、『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』
の
史
料

価
値
を
あ
ら
た
め
て
広
く
着
目
さ
せ
た
、
研
究
者
に
裨
益
す
る
と

こ
ろ
の
大
き
い
編
纂
成
果
（
実
際
上
の
定
本
化
）
と
い
え
よ
う
。

但
し
本
文
（
活
字
な
ど
は
原
則
、
現
代
化
）
に
お
い
て
綴
り
の

（
原
典
か
ら
の
）
転
写
ミ
ス
な
ど
が
い
さ
さ
か
散
見
さ
れ

（
（6
（

、
ま
た



史
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）

一
四
二　
（
二
四
一

T
extual N

otes

に
一
括
さ
れ
た
各
版
本
の
異
同
記
載
は
貴
重
な

情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
（
本
稿
で
も
そ
の
恩
恵
に
与
っ
て
い

る
）
反
面
、
第
四
版
だ
け
記
載
の
対
象
外
と
さ
れ
る
な
ど
、
万
全

な
も
の
と
は
言
い
難
い
。
な
お
こ
の
校
訂
本
は
二
〇
一
六
年
、
ラ

ウ
ト
レ
ッ
ジ
社
か
らLiterary and Scientific Cultures of 

Early M
odernity

の
一
冊
と
し
て
再
刊
さ
れ
て
い
る

（
（6
（

が
、
編
者

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
含
め
前
の
ア
シ
ュ
ゲ
イ
ト
版
と
全
く
同

一
の
内
容
で
、
編
者
に
よ
る
修
正
・
改
訂
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

７　

小　

括

 １.　
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』
の
対
論
風
の
形
式
に
は
類
書
も

あ
り
、
ひ
と
ま
ず
一
七
世
紀
早
々
の
優
れ
た
農
業
関
連
文
献
の
一

つ
と
見
な
せ
よ
う
。
同
時
に
本
書
は
通
常
の
農
書
の
枠
を
超
え
、

農
事
・
土
地
制
度
を
基
底
と
す
る
カ
ン
ト
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
の

概
論
、
並
び
に
エ
ス
テ
イ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
包
括
的
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
部
類
と
言
い
得
る
。
但
し
椎
名
氏
の
示
唆
さ
れ
た
如
く

実
用
的
な
農
業
技
術
に
か
か
わ
る
記
述
は
限
定
的
で
、
管
見
で
は

農
業
関
連
書
だ
が
、
あ
く
ま
で
地
主
の
利
益
を
優
先
し
つ
つ
コ
モ

ン
・
ウ
ェ
ル
ス
全
体
の
調
和
、
と
く
に
比
較
的
上
層
の
テ
ナ
ン
ト

と
の
協
働
及
び
彼
ら
の
マ
ナ
ー
内
利
得
へ
の
配
慮
も
周
到
に
説
い

て
い
る
。
そ
の
実
体
（
＝
公
刊
の
最
重
要
目
的
）
は
第
二
～
三
版

序
文
の
「
善
意
の
読
者
」
へ
加
え
ら
れ
た
、
当
時
な
お
未
成
熟
な

技
術
を
駆
使
す
る
新
参
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
」
つ
ま
り
同
業
サ

ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
擁
護
、
並
び
に
（
と
り
わ
け
自
身
の
）
宣
伝
の
一

環
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
期
待
さ
れ
た
読
者
層
は
概
ね
領
主
・

地
主
、（
法
律
家
兼
務
者
を
含
む
）
ス
テ
ュ
ワ
ー
ド
や
ベ
イ
リ
フ
、

エ
ス
テ
イ
ト
運
営
に
欠
か
せ
ぬ
中
層
以
上
の
テ
ナ
ン
ト
・
フ
ァ
ー

マ
ー
一
般
、
及
び
サ
ー
ヴ
ェ
イ
同
業
（
あ
る
い
は
志
願
）
者
等
々
、

と
推
測
さ
れ
よ
う
。

 2.　

ノ
ー
ド
ゥ
ン
生
前
の
三
つ
の
版
本
に
見
ら
れ
る
主
要
な
異
同

に
は
、
い
ず
れ
も
少
な
か
ら
ぬ
意
味
合
い
が
見
て
と
れ
る
。
第
一

に
、
第
二
版
よ
り
書
き
加
え
ら
れ
た
第
６
篇
の
重
要
性
は
看
過
で

き
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
有
力
テ
ナ
ン
ト
に
よ
る
「
野
心
」、
就
中
、

土
地
購
入
＝
地
主
フ
ァ
ミ
リ
創
設
の
風
潮
を
（
懸
念
し
つ
つ
）
念

頭
に
置
き
、
当
時
と
し
て
は
数
少
な
い
「
投
資
」
指
南
に
及
ぶ
、

格
段
に
広
い
射
程
が
窺
い
知
れ
る
。
第
二
に
、
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ

関
連
記
述
の
周
到
な
補
修
正
が
目
を
引
き
、
森
林
消
失
を
憂
慮
す

る
言
説
（
著
者
自
身
、
王
領
な
ど
の
森
林
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
も
広
く

経
験
）
が
際
立
つ
。
一
方
で
は
、
あ
く
ま
で
領
主
に
任
用
さ
れ
る

サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
と
い
う
固
有
な
立
場
を
持
し
た
、
可
能
な
限
り
マ

ナ
ー
の
経
営
効
率
・
収
益
向
上
に
寄
与
し
た
い
強
固
な
意
識
、
市

場
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
の
現
状
観
察
・
把
握
の
認
識
と
、
他
方
で
は
、



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
四
三　
（
三
四
一

恐
ら
く
内
面
の
信
仰
に
も
根
ざ
す
、
コ
モ
ン
・
ウ
ェ
ル
ス
全
体
の

福
利
を
顧
慮
し
た
（
野
心
的
競
合
や
混
乱
を
孕
む
）
現
状
・
将
来

へ
の
不
安
感
、
…
…
以
上
二
つ
の
間
で
方
向
性
の
揺
れ
を
思
わ
せ

る
微
妙
な
文
言
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
自
ら
が
主

導
し
た
感
の
あ
る
（
エ
ス
テ
イ
ト
・
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
）
専
門
職

能
化
の
背
後
で
生
じ
て
い
た
、
カ
ン
ト
リ
に
お
け
る
限
定
的
な
が

ら
市
場
競
争
傾
向
の
現
出
と
内
発
的
資
本
蓄
積
の
進
展
過
程
を
、

幾
ば
く
か
疑
念
や
危
機
感
も
交
え
現
場
で
観
察
・
分
析
す
る
明
敏

な
視
点
が
あ
る
。

 3.　

ノ
ー
ド
ゥ
ン
死
後
刊
行
の
と
り
わ
け
第
五
版
に
は
、
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ン
団
体
の
形
成
期
に
至
る
社
会
情
勢
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。
い
わ
ば
約
250
年
の
時
を
経
て
建
築
家
が
、
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
な

ら
ぬ
同
業
の
建
築
関
係
者
へ
向
け
、
半
ば
実
用
書
と
し
て
復
刻
紹

介
し
た
編
集
で
あ
っ
た
。
ま
た
二
〇
世
紀
後
期
、
著
者
生
前
最
終

の
第
三
版
を
も
と
に
（
印
字
さ
れ
た
）
コ
ピ
ー
版
が
出
さ
れ
、
二

一
世
紀
に
及
ん
で
同
じ
第
三
版
を
底
本
と
し
て
新
た
な
「
決
定

版
」
が
校
訂
・
編
集
の
う
え
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
農
業
関
連
刊

本
史
料
の
域
に
と
ど
ま
ら
ぬ
原
著
固
有
の
特
性
を
、
あ
ら
た
め
て
、

広
く
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

註（
１
）　J. T

hirsk, ʻPlough and Pen: A
gricultural W

riters in 
the Seventeenth Centuryʼ in Social R

elations and Ideas: 
E

ssays in H
onour of R

. H
. H

ilton, ed. T
. H

. A
ston et al. 

（Cam
bridge, 1983

）, p. 295.

（
２
）　

ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ンJohn N

orden 

（
一
五
四
八
～
一
六
二

五
年
頃
）
は
サ
マ
セ
ッ
ト
シ
ャ
州
出
身
。
エ
ス
テ
イ
ト
・
サ
ヴ
ェ

イ
ヤ
ー
に
し
て
地
図
製
作
者
（
主
に
土
地
の
測
量
、
査
定
、
積
算

に
従
事
す
る
の
が
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
職
務
で
、
当
然
彼
ら
は
あ
る

程
度
算
術
や
幾
何
に
通
じ
、
多
く
の
場
合
、
関
連
す
る
地
図
の
製

作
が
伴
っ
た
）、
著
述
家
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
（
ハ
ー
ト
・

ホ
ー
ル
・
コ
レ
ジ
）
に
学
び
（
学
士
、
修
士
取
得
）、
法
律
家
の
訓

練
を
受
け
た
後
、
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
と
な
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
各
州

図
・
全
国
図
や
ア
ル
ス
タ
ー
、
ロ
ン
ド
ン
市
街
な
ど
の
地
（
形
）

図
製
作
及
び
エ
ス
テ
イ
ト
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
に
従
事
。
そ
の
間
、

ロ
バ
ー
ト
・
ト
レ
ス
ウ
ェ
ル
（
註（
59
）参
照
）
の
助
手
な
ど
を
つ

と
め
る
。
南
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
御
料
林
、
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
公
領
ほ

か
王
室
・
王
領
関
係
の
直
属
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
等
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

著
書
多
数
。
ロ
ン
ド
ン
近
在
に
て
死
去
。
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
に
向
け

た
一
種
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ワ
ー
ク
と
し
ば
し
ば
見
な
さ
れ
る

『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』
の
初
版
は
、J. N

orden, T
he 

Surueyor

［ʻ

］s D
ialogue. D

iuided into fiue bookes: V
ery 

profitable for all m
en to peruse, that haue to do w

ith the 
reuenues of Land, or the m

anurance, vse, or occupation 
thereof, both Lords and T

enants: as also and especially 
for such as indeuor to be seene in the faculty of surueying 
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一
四
四　
（
四
四
一

of M
annors, Lands, T

enem
ents, &

c. By I. N
. 

（London, 
1607

）. （
筆
者
はEEBO

電
子
復
刻
版
を
用
い
た
。
以
下
、N

or­
den 

（1
st ed.

）
と
表
記
。）
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
興
味
深

い
題
材
を
含
む
本
書
は
刊
行
当
時
か
ら
、
好
評
を
得
た
と
さ
れ
る

（D
. M

cD
onald, A

gricultural W
riters from

 Sir W
alter 

H
enry to A

rthur Y
oung 1200-1800 

（London, 1908, re­
print: N

ew
 Y

ork, 1968

）, p. 62.

）。
ま
た
当
時
、
プ
ラ
ト
ン
ば

り
の
対
話
風
著
述
は
必
ず
し
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。
サ
ー
ヴ
ェ
イ

業
務
関
連
本
と
し
て
対
話
形
式
の
類
書
を
一
点
挙
げ
れ
ば
、Ed­

w
ard W

orsop, A
 D

iscoverie of sundrie errours and faults 
daily com

m
itted by L

andem
eaters, ...,W

ritten D
ia-

loguew
ise, ...（London, 1582

）. 
登
場
人
物
＝
話
し
手Speakers

は
、
著
者
分
身
た
る
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の
ワ
ー
ソ
ッ
プ
氏
を
中

心
に
「
織
元Clothier

」
や
「
従
僕Seruingm

an

」
ら
計
五
名
。

　

な
お
ノ
ー
ド
ゥ
ン
の
著
作
群
で
は
地
図
・
地
誌
関
係
等
を
除
き
、

宗
教
・
信
仰
書
が
二
〇
点
を
超
え
、
ま
た
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は

生
前
よ
く
読
ま
れ
、
版
を
重
ね
て
い
る
（
あ
る
著
作
は
生
前
四
〇

版
以
上
を
数
え
た
）。
地
理
関
連
の
刊
行
物
及
び
本
書
の
著
者
と
、

数
多
い
信
仰
書
の
著
者
は
別
人
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、

現
在
で
は
ど
ち
ら
も
ノ
ー
ド
ゥ
ン
と
解
す
る
の
が
定
説
と
見
て
よ

い
。
キ
ッ
チ
ン
氏
の
如
く
、
彼
は
献
辞
を
介
し
た
有
力
者
と
の
人

脈
づ
く
り
や
低
収
入
時
の
補
填
の
手
段
と
し
て
信
仰
書
の
発
刊
に

努
め
た
、
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
彼
の
信
仰
や
信
仰
書
に
つ
い
て

は
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
い
。O

. D
. N

. B., art., John N
orden 

by F. K
itchen: F. K

itchen, ʻJohn N
orden 

（c. 1547-1625

）, 
estate surveyor, topographer, county m

apm
aker and de­

votional w
riterʼ, Im

ago M
undi , vol.49, 1997, pp. 43-61.

（
３
）　N
orden （1

st ed.

）, p. 18.

（
４
）　

大
塚
久
雄
他
編
著
『
西
洋
経
済
史
講
座
Ⅴ
史
料
・
文
献
解
題
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
一
一
六
頁
、III B 092. 

タ
イ
ト
ル

はT
he Surveiors D

ialogue, very profitable for all m
en to 

persue, but especially for gentlem
en, farm

ers, and husband-
m

en. London, 1607, 244p. 

と
さ
れ
る
が
、persue

はperuse

の
転
写
誤
り
、but especially

以
下
は
初
版
で
な
く
第
三
版
の
表

題
で
あ
る
。 

解
説
の
記
述
に
は
、
以
下
の
三
点
で
誤
謬
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
登
場
人
物
と
し
て
土
地
の
管
理
人
・
借
地
農
・
ヨ
ウ

マ
ン
が
、
あ
た
か
も
す
べ
て
別
個
の
人
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
列

挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
本
篇
対
話
に
はY

eom
an

の
語
彙
こ

そ
見
ら
れ
る
（
例
え
ば
註（
10
）参
照
）
も
の
の
、
ヨ
ー
マ
ン
の
人

物
は
登
場
せ
ず
、
当
該
表
記
も
な
い
。
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ン
は
第
二

～
三
版
の
タ
イ
ト
ル
中
、
想
定
し
得
る
対
象
読
者
の
末
尾
に
例
挙

さ
れ
て
い
る
（
初
版
か
ら
内
容
概
要
の
第
五
篇
部
分
に
も
言
及
さ

れ
て
い
る
）
が
、
実
際
の
対
話
で
当
該
表
記
の
人
物
は
登
場
し
な

い
。sixth book 

［sixt Booke

］ 

が
追
加
さ
れ
た
の
は
一
六
一
八

年
（
第
三
）
版
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
一
六
一
〇
年
（
第
二
）

版
に
お
い
て
で
あ
る
。

（
５
）　

初
版
の
フ
ル
タ
イ
ト
ル
は
註（
２
）に
示
し
た
。
印
刷
者
Ｓ
・
ス

タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
名
義
の
あ
る
版
本
と
、
見
当
た
ら
ぬ
版
本
が
あ
る
。

著
書
冒
頭
の
献
辞
に
は
多
く
の
場
合
、
有
力
者
と
の
パ
ト
ロ
ネ
ッ

ジ
関
係
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
政
府
顕
官
た
る
ウ
ィ

リ
ア
ム
（
バ
ー
リ
ー
卿
）、
ロ
バ
ー
ト
（
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
伯
）
の
セ

シ
ル
父
子
ら
、
と
り
わ
け
ロ
バ
ー
ト
は
、
曲
折
は
あ
れ
ノ
ー
ド
ゥ



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
四
五　
（
五
四
一

ン
が
大
い
に
頼
っ
て
繋
が
り
を
保
つ
べ
く
努
め
た
人
物
の
一
人
と

い
え
る
。K

itchen, op. cit., pp. 44, 46, 50-53.
（
６
）　N

orden （1
st ed.

）, p. 1 

に
先
立
つT

he Contents of the fiue 
books of the Surueyors D

ialogue. 

初
版
（
第
５
篇
ま
で
）
と

第
二
、
第
三
版
の
該
当
部
分
を
比
べ
る
と
、In the...Booke, is 

contained 
（shew

ed

）... 

（
初
版
）、T

he...B
ooke. Is con­

tained 

（shew
ed

）... 

（
第
二
版
）、T

he...Booke Containeth 

（Shew
eth

）... 
（
第
三
版
）
と
い
っ
た
語
句
の
僅
か
な
変
更
が
あ

る
に
過
ぎ
な
い
。

（
７
）　
「
領
主
」
は
自
ら
を
、
多
く
の
マ
ナ
ー m

any M
annors

の
領

主Lord

と
称
し
、「
レ
ン
ト
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」「
レ
ン
ト
・
セ
ッ

ク
」「
レ
ン
ト
・
チ
ャ
ー
ジ
」
な
る
三
種
の
形
態
す
べ
て
で
地
代
を

受
け
取
っ
て
い
る
旨
、
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
対
話
者
の
「
サ
ヴ

ェ
イ
ヤ
ー
」
も
「
貴
殿
は
多
く
の
マ
ナ
ー
の
領
主
な
の
で
」
云
々

と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
「
領
主
」
は
い
わ
ゆ
る
カ
ン
ト

リ
・
ジ
ェ
ン
ト
リ
で
は
な
く
、
貴
族
ク
ラ
ス
の
大
土
地
所
有
者
と

見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。N

orden （1
st ed.

）, pp. 49, 60.

（
８
）　
「
コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
」
は
通
例
、
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー

が
領
主
の
下
で
開
く
地
測
関
連
（
陪
審
）
集
会
と
も
い
う
べ
き
場
。

「
マ
ナ
ー
・
コ
ー
ト
」
は
領
主
が
自
ら
の
（
領
主
）
裁
判
権
に
基
づ

き
、
し
ば
し
ば
ス
テ
ュ
ワ
ー
ド
（
執
事
職
）
に
代
行
さ
せ
、
各
テ

ナ
ン
ト
を
召
集
し
て
開
く
の
が
原
則
。

（
９
）　

以
上
、
登
場
人
物
を
見
る
と
「
フ
ァ
ー
マ
ー
」
の
場
合
、「
ベ

イ
リ
フ
」
や
コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
な
ど
の
「
陪
審
（
構

成
員
）」
を
務
め
得
る
上
層
者
に
限
定
さ
れ
る
。

（
10
）　

対
話
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
相
違
か
ら
く
る
激
論
が
交
さ
れ
る

の
はN

orden

（1
st ed.

）
の
対
話
冒
頭
部
分 

（pp. 1-14.

）。
テ
ナ

ン
ト
間
の
競
合
（
市
場
的
競
争
）
の
光
景
はibid., pp. 7-10. 

に

活
写
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
競
合
に
熱
狂
し
た
人
々
がhot spirits

と
形
容
さ
れ
、
取
引
を
仲
介
し
競
合
を
煽
っ
て
い
る
の
が
同
じ
テ

ナ
ン
ト
・
フ
ァ
ー
マ
ー
に
属
す
る
「
個
人
的
な
情
報
屋priuate 

intelligencers

」「
お
節
介
な
同
輩
［
通
報
者
］offi

cious 

［fond

］ 
fellow

s 

［Inform
ers

］」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
大
変
意
味
深

い
。
ま
た
、「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の
「（
昔
と
は
異
な
り
昨
今
、
暮

ら
し
向
き
や
娯
楽
に
お
い
て
）
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ン
は
ヨ
ー
マ
ン
に

等
し
く
な
り
、
ヨ
ー
マ
ン
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
、
ジ
ェ
ン
ト
ル

マ
ン
は
ス
ク
ワ
イ
ア
に
、
ス
ク
ワ
イ
ア
は
そ
の
上
位
者
に
、
そ
れ

以
外
の
人
た
ち
も
似
た
よ
う
な
状
況
に
な
る
」
と
す
る
発
言
は
社

会
観
・
価
値
観
の
変
化
を
印
象
的
に
伝
え
て
い
る
。Ibid., pp. 7-9, 

12-14.

（
11
）　T

he first Booke, pp. 1-37. passim
. 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き

言
説
と
し
て
、
①
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
は
測
定
・
計
測
や
図
面
作
製
だ

け
で
な
く
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
関
連
分
野
に
通
じ
、
古
い
証
書
や
記

録
文
書
が
読
め
て
、
な
お
か
つ
土
地
価
額
ほ
か
多
く
の
事
柄
に
つ

い
て
判
断
力
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
そ
の
資
質
が
厳
正
に
列

挙
さ
れ
て
い
る
。Ibid., pp. 15-17. 

②
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
養
成
に

関
し
、
テ
ナ
ン
ト
の
若
い
有
能
な
者
を
訓
練
す
べ
き
と
（「
サ
ヴ
ェ

イ
ヤ
ー
」
に
）
指
示
さ
れ
て
、
概
ね
納
得
し
た
「
フ
ァ
ー
マ
ー
」

が
自
ら
こ
の
職
務
に
関
心
を
抱
き
、「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
も
懇
切
な

助
言
を
与
え
て
い
る
。Ibid., pp. 23-28. 

③
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
望

ま
し
い
サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
の
実
施
頻
度
は
７
～
10
年
に
一
回
で
あ

る
旨
、
他
な
ら
ぬ
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
四
六　
（
六
四
一

ら
、
マ
ナ
ー
の
こ
の
職
域
が
原
則
的
に
概
ね
外
部
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
任
用
形
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
分
る
。Ibid., p. 31.

（
12
）　Ibid., p. 83. 

但
し
「
フ
ァ
ー
マ
ー
」
は
、「
そ
う
は
言
っ
て
も

正
直
な
話
、
テ
ナ
ン
ト
に
と
っ
て
好
ま
し
い
（
人
）」
と
続
け
て
い

る
。
以
下
、
良
識
家
で
は
あ
る
が
、
エ
ス
テ
イ
ト
の
収
益
性
向
上

に
執
心
す
る
「
領
主
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
彼
が
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
起
用
に
積
極
的
と
い
う
設
定
（Ibid., 

pp. 37-39.

）
つ
ま
り
著
者
に
と
っ
て
不
可
欠
な
論
点
へ
と
接
続
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

（
13
）　Ibid., pp. 47-68.

（
14
）　Ibid., pp. 68-82. 

領
主
が
「
正
し
い
良
心good con­

science

」「
正
し
い
道vpright course

」
に
も
と
づ
く
よ
り
以

上
の
テ
ナ
ン
ト
へ
の
過
度
な
誅
求
を
自
分
に
期
待
・
要
請
す
る
の

な
ら
、
そ
ん
な
任
務
・
報
酬
を
受
け
た
く
な
い
旨
、「
サ
ヴ
ェ
イ

ヤ
ー
」
は
あ
え
て
言
明
す
る 

（Ibid., pp, 62, 68
）。
こ
こ
に
至
っ

て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
た
る
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の
誇
り
と
倫

理
意
識
が
最
大
限
、
強
調
さ
れ
る
。

（
15
）　Ibid pp. 86-118.

（
16
）　Ibid pp. 124-144. 

マ
ナ
ー
の
踏
査
・
視
察
の
際
、「
サ
ヴ
ェ

イ
ヤ
ー
」
が
「
ベ
イ
リ
フ
」
に
対
し
、
有
能
な
テ
ナ
ン
ト
数
名

som
e suffi

cient tenants

の
指
名
・
随
行
（
多
く
の
テ
ナ
ン
ト
は

サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
業
務
に
随
行
し
た
が
ら
な
い
性
向
を
有
す
。pp. 

23-25.

）
を
求
め
て
い
る
く
だ
り
は
、p. 124.

（
17
）　

第
４
篇
で
言
及
さ
れ
る
サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
関
連
の
著
者
名
に
限

定
し
て
挙
げ
れ
ば
、［
リ
チ
ャ
ー
ド
・
］
ベ
ニ
ー
ズ
師Canon

、

ラ
ン
ド
ル
フ
［
ラ
ダ
ル
フ
］・
エ
イ
ガ
ス
［
ア
ッ
ガ
ス
］
氏
、
ヴ
ァ

レ
ン
タ
イ
ン
・
リ
ー
［
フ
］
氏
・
先
生M

aster

、［
レ
オ
ナ
ー

ド
・
］
デ
ィ
ッ
ジ
ズ
氏
。
さ
ら
に
第
１
篇
で
は
裁
判
官Judge

の

フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト
先
生
、
な
ど
。Ibid pp. 152, 184, 22.

（
18
）　Ibid pp. 180-181. 

（
19
）　

サ
ー
ヴ
ェ
イ
業
務
の
結
果
に
は
、
広
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
し
て
よ

い
情
報
と
、
依
頼
者
た
る
領
主
の
た
め
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
に
秘
す

べ
き
情
報
が
あ
る
、
と
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
は
説
く
。Ibid p. 

183.　

（
20
）　T

he fifth Booke, pp. 187-244, passim
. 

養
魚
池
に
関
連
し

て
、
費
用
対
効
果
が
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
…
…
先
見

prouidence

の
欠
如
と
費
用charge

の
恐
怖
が
、
人
心
を
、
プ

ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
に
せ
よ
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
せ
よ
利
益
（
の
機
会
）

benefits

か
ら
遠
ざ
け
、
…
…
」。p. 220.

（
21
）　

例
え
ば
、
職
業
の
意
味
でcalling

［s

］ 

の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

Ibid pp. 186, 230.

（
22
）　Ibid pp. 230-232.

（
23
）　
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
は
、
例
え
ば
昨
今
の
虚
栄vanitie

や
分
不

相
応
な
野
心am

bition

を
嫌
悪
し
、
父
祖
世
代
の
（
こ
こ
で
も
）

技
芸art

や
精
勤industry

を
称
賛
し
て
い
る
。
小
賢
し
い
野
心

apish am
bition

、
貪
欲
な
張
り
合
いw

ooluish 

［w
olfish

］ em
­

ulation （Ibid., p. 218

）、
浅
薄
な
模
倣
性
向peeuish im

itation 

（Ibid., p. 220

）
は
い
ず
れ
も
似
た
意
味
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
用
い

ら
れ
る
。Ibid., pp. 218-224.

（
24
）　John N

orden, T
he Svrveiors D

ialogve,V
ery profitable 

for all m
en to peruse, but especially for all G

entlem
en, 

or any other Farm
ar, or H

usbandm
an, that shall either 



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
四
七　
（
七
四
一

haue occasion, or be w
illing to buy or sell Lands: A

s in 
the ready and perfect Surueying of them

, w
ith the m

an-
ner and M

ethode of keeping a Court of Suruey by m
any 

excellent rules, and fam
iliar T

ables to that purpose. A
s 

also, T
he true and right vse of the M

anuring of 
G

rounds, or O
ccupation thereof, as w

ell in the Lords, as 
in the T

enants: being the true facultie of Surueying of all 
m

anner of Lands and T
enem

ents, &
c. N

ow
 new

ly Im
-

printed. A
nd by the sam

e A
uthor inlarged, A

nd a sixt 
Booke new

ly added, of a fam
iliar and pleasant confer-

ence, betw
eene a Purchacer, and a Surueyor of Lands; of 

the true vse of both, being very needfull for all such as 
are to Purchase Lands, w

hether it be in Fee sim
ple, or 

otherw
ise by Lease. D

iuided into sixe Bookes by I. N
. 

（London, 1610

）. （
筆
者
はBodleian Library

所
蔵
本
を
も
と

に
し
たEEBO

電
子
復
刻
版
を
用
い
た
。
以
下
、N

orden 

（2
nd 

ed.

）
と
表
記
）

（
25
）　N

orden 

（2
nd ed.

）, p. 1

に
先
立
つ
、T

he Contents of the 
sixe Bookes of the Surueyors D

ialogue. 

初
版
に
な
いT

he 
sixt Booke.

と
そ
の
内
容
概
要
が
こ
こ
で
追
加
さ
れ
、
そ
の
文
言

は
第
三
版
で
も
変
更
な
し
。
新
規
追
加
の
第
６
篇
に
登
場
す
る

「
購
入
（
希
望
）
者
」
も
、
単
純
封
土
権
付
き
の
土
地
購
入
を
願
う
、

相
応
に
富
裕
な
テ
ナ
ン
ト
と
推
定
で
き
る
。
結
局
、
第
６
篇
を
含

め
本
書
で
は
、
中
層
以
下
の
テ
ナ
ン
ト
・
フ
ァ
ー
マ
ー
、
な
い
し

そ
れ
以
外
の
階
層
の
人
物
は
登
場
せ
ず
、
読
者
層
と
し
て
も
、
善

意
の
読
者
へ
宛
て
た
序
文
の
タ
イ
ト
ル
で
初
版
の
領
主
と
テ
ナ
ン

ト
に
、
第
二
版
か
ら
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
が
加
わ
っ
て
い
る
如
く
、
い

ず
れ
に
せ
よ
小
農
や
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ン
は
（
第
二
～
三
版
の
タ
イ

ト
ル
に
は
記
さ
れ
る
が
）
実
際
上
ほ
と
ん
ど
想
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
見
て
よ
い
。

（
26
）　N

orden 

（1
st ed.

）, pp. 15, 23, 8-9; 

（2
nd ed.

）, pp. 15, 23, 
8-9.

（
27
）　
（1

st ed.

）, p. 79: 

（2
nd ed.

）, p. 80. 

な
お
第
三
版
を
見
る
と
、

「
領
主
」
の
発
言
に
、「
…
…
か
か
る
（
前
述
の
よ
う
な
）
悪
弊

abuses

に
対
し
て
、
神
は
、
ご
自
身
で
は
（
本
来
）
お
許
し
に
な

ら
な
い
、
我
々
を
再
び
隷
属
民bondm

en

へ
陥
ら
せ
る
暴
君

som
e tyrant

の
手
中
に
人
々
を
委
ね
て
し
ま
わ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
」
の
一
文
が
さ
ら
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。（3

rd ed.

）, p. 80.

（
28
）　
（1

st ed.

）, p. 68: （2
nd ed.

）, p. 68.　

（
29
）　

全
40
箇
条
と
い
う
点
は
初
版
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。（1

st 

ed.

）, pp. 93, 102, 111-117: （2
nd ed.

）, pp. 95, 103, 106-109.

（
30
）　

註（
46
）参
照
。

（
31
）　
（2

nd ed.

）, pp. 145-206. passim
. 　

（
32
）　

森
林
減
少
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、（1

st ed.

）, pp. 
211-215: （2

nd ed.

）, pp. 172-176. 

森
林
減
少
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
一
揆
の
動
因
と
の
関
連
も
含
め
、
当
時
議
論
の
対

象
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
と
い
え
た
。M

. N
etzloff 

（ed.

）, John N
ordenʼs T

he Surveyorʼs D
ialogue 

（1618

） A
 

Critical E
dition 

（A
shgate, 2010: Routledge, 2016

）, Intro­
duction, p. xxxix, p. 167, n. 95. 

（
本
版
に
つ
い
て
は
註（
62
）な

ど
参
照
。）
ノ
ー
ド
ゥ
ン
自
身
は
「
コ
モ
ン･

ウ
ェ
ル
ス
」
の
紐
帯

維
持
と
の
緊
密
な
か
か
わ
り
で
森
林
保
全
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
四
八　
（
八
四
一

た
。
以
上
、
第
二
版
に
見
る
第
一
版
と
の
記
載
異
同
を
め
ぐ
っ
て

は
、N

etzloff 

（ed.

）, op. cit., T
extual N

otes. pp. 203-211.

の
該
当
箇
所
も
参
照
し
た
。

（
33
）　
（2

nd ed.

）, pp. 207-220.

（
34
）　
「
購
入
（
希
望
）
者
」
は
第
３
篇
で
語
ら
れ
る
実
測
や
踏
査
に

同
行
し
た
陪
審Jury of Survey

の
一
人
と
称
す
る
。
そ
の
手
持

ち
金
1000
マ
ー
ク
（
な
い
し
ポ
ン
ド
）
を
、
著
者
は
欄
外
小
見
出
し

m
arginalia

でlittle m
oney

と
見
な
し
て
い
る
（（2

nd ed.

）, pp. 
207-208.

）
が
、
1000
マ
ー
ク
は
概
ね
660
ポ
ン
ド
に
相
当
し
、
ネ
ツ

ロ
フ
氏
に
よ
れ
ば
そ
れ
で
さ
え
近
代
初
期
と
し
て
は
比
較
的
大
き

な
（
資
産
）
額
と
さ
れ
る
。N

etzloff 

（ed.

）, op. cit., p. 194, n. 
4.　

結
局
「
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
」
の
投
資
提
案
を
、「
購
入
（
希
望
）

者
」
は
「
最
小
の
資
力
で
最
大
限
の
利
益
を
期
す
、
も
っ
と
も
真

正
な
方
針
」
と
し
て
受
け
容
れ
る
筋
立
て
に
な
っ
て
い
る
。（2

nd 
ed.

）, p. 214.　

　

こ
の
第
６
篇
で
は
ほ
か
に
、
人
心
や
世
相
風
潮
の
（
世
代
間
）

変
転
の
渦
中
で
根
強
い
家
系
存
続
・
家
産
継
承
の
願
望
、（
若
年
者

の
）
浪
費
・
非
行
及
び
狂
乱
・
虚
栄
の
性
向
と
そ
の
模
倣
や
伝
播
、

市
場
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
の
増
大
に
伴
う
急
速
な
社
会
層
移
動
…
…

等
々
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
（
小
見
出
し
に
も
あ
る
が
、
折
角
の

世
襲
財
産
も
こ
の
世
情
で
は
あ
た
か
も
装
わ
れ
た
運
命
の
輪
転
の

如
し
、
と
い
っ
た
印
象
的
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る 

（2
nd ed.

）, 
p. 216.

）。
著
者
自
身
の
倫
理
観
も
踏
ま
え
た
コ
モ
ン
・
ウ
ェ
ル
ス

た
る
調
和
重
視
と
、
実
務
家
的
な
合
理
発
想
の
二
元
要
素
が
併
存

し
て
い
る
さ
ま
が
窺
わ
れ
、
一
七
世
紀
初
期
の
主
に
カ
ン
ト
リ
・

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
社
会
分
析
と
し
て
非
常
に
啓
発
的
と
思
わ
れ
る
。

（2
nd ed.

）, pp. 207-218. passim
. 

（
35
）　
（2
nd ed.

）, pp. 218-220.　

（
36
）　John N

orden, T
he Svrveiors D

ialogve,V
ery profitable 

for all m
en to pervse, but especially for G

entlem
en, 

Farm
ers and H

usbandm
en, that shall either haue occa-

sion, or be w
illing to buy, hire, or sell Lands: A

s in the 
ready and perfect Surueying of them

, w
ith the m

anner 
and M

ethod of keeping a Court of Suruey w
ith m

any nec-
essary rules, and fam

iliar T
ables to that purpose. A

s 
also, T

he vse of the M
anuring of som

e G
rounds, fit as 

w
ell for Lords, as for T

ennants. N
ow

 the third tim
e Im

-
printed. A

nd by the sam
e A

uthor inlarged, and a sixt 
Booke new

ly added, of a fam
iliar conference, betw

eene a 
Pvrchaser, and a Svrueyor of Lands; of the true vse of 
both, being very needfull for all such as are to purchase 
Lands, w

hether it be in Fee sim
ple, or by Lease. D

iuided 
into sixe Bookes by I. N

. （London, 1618

）. 

筆
者
は
一
九
七
九

年
刊
行
のT

he English Experience, no. 945, W
alter J. 

Johnson Inc., N
orw

ood, T
heatrum

 O
rbis T

errarum
, Ltd.

版
、
及
び
二
〇
一
〇
年
刊
行
の
（ed.

） M
. N

etzloff, A
shgate

版

の
双
方
を
参
照
し
た
。（
な
お
両
版
に
は
僅
か
だ
が
字
句
以
外
に
マ

イ
ナ
ー
な
異
同
が
あ
る
。N

orden 

（3
rd ed.

）
と
表
記
し
、
引
用

ペ
ー
ジ
はT

he English Experience

版
に
よ
る
。）p. 1

に
先

立
つ
、T

he Contents of the sixe Bookes of the SV
RV

EY
­

O
RS D

ialogue. 

第
１
～
６
篇
の
内
容
概
要
は
第
二
版
を
踏
襲
。

（
37
）　
（1

st ed.
） T

o the beneuolent Readers, 3
rd page: 

（2
nd 



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
四
九　
（
九
四
一

ed.

）, T
o the beneuolent Readers, 3

rd page 

［*2

］:: 

（3
rd 

ed.

）,To the beneuolent Readesrs, 3
rd page.: N

etzloff （ed.

）, 
op. cit., p. 8 and n. 3, Introduction p. xxxviii.

（
38
）　
（1

st ed.

） T
o the beneuolent Readers, 4

th page: 

（2
nd 

ed.
）, T

o the beneuolent Readers, 4
th page ［*3 verso

］: （3
rd 

ed.

）, 3
rd-4

th page: N
etzloff （ed.

）, op. cit., p. 8. 

（
39
）　

若
干
挙
げ
れ
ば
、
自
身
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
体
験
か
ら
得
た
具
体
名

称
を
加
え
（（3

rd ed.
）, pp. 57-58.

）、
隷
農
由
来
の
賦
役
労
働
に

つ
い
て
道
義
上
も
含
め
た
説
明
を
増
や
し
（pp. 78-80

）
て
い
る
。

（
40
）　

コ
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
で
規
定
さ
れ
る
用
務
と
し
て
、

第
三
版
で
は
二
箇
条
が
追
加
さ
れ
る
。
マ
ナ
ー
内
で
領
主
の
リ
ー

ト
裁
判
所leete

や
十
人
組Frank-pledge

検
査
な
ど
の
機
能
が

十
分
か
、
そ
れ
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
の
は
領
主
の
怠
慢
や
ス
テ

ュ
ワ
ー
ド
の
腐
敗
堕
落
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
趣
旨
の

一
条
（
同
版
第
36
条
）。
及
び
、
マ
ナ
ー
内
に
隠
匿
さ
れ
た
土
地

land concealed

、
あ
る
い
は
据
え
置
か
れ
た
た
ま
ま
の
地
代

rent detayned

の
実
例
が
あ
る
か
、
又
は
、
い
わ
ゆ
る
死
手

M
ortm

aine

に
よ
る
保
有
不
動
産
（
権
）
の
事
例
が
あ
る
か
、
と

い
っ
た
趣
旨
の
一
条
（
同
版
第
39
条
）。（3

rd ed.

）, pp. 120-121. 

以
上
が
加
わ
っ
て
全
42
箇
条
に
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
版

の
第
36
条
は
第
三
版
で
は
第
37
条
に
変
わ
り
、
な
お
か
つ
「
記
録

文
書
が
な
け
れ
ば
、
正
し
い
サ
ー
ヴ
ェ
イ
（
業
務
）
は
ほ
と
ん
ど

成
り
立
ち
得
な
い
」
の
一
文
が
新
た
に
補
足
さ
れ
て
い
る
（p. 

121.

）。

（
41
）　

第
３
篇
で
二
版
か
ら
削
除
さ
れ
た
箇
所
は
こ
れ
以
外
、
ほ
と
ん

ど
見
当
た
ら
な
い
。（3

rd ed.

）, p. 141.: 

（1
st ed.

）, p. 138.: 

（2
nd 

ed.

）, p. 129.: N
etzloff （ed.

）, op. cit., p. 121 and n. 171. 

（
42
）　

森
林
管
理
に
対
す
る
ノ
ー
ド
ゥ
ン
自
身
の
関
与
を
示
す
も
の
と

し
て
、
早
く
も
一
六
〇
〇
年
か
ら
南
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
御
料
林

サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
に
任
じ
ら
れ
、
ま
た
初
版
刊
行
の
翌
年
に
あ
た
る

〇
八
年
頃
、
御
料
林
や
木
材
の
現
況
に
言
及
し
た
報
告
な
ど
を
作

成
し
、
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
公
領
の
担
当
者
時
代
に
は
測
量
対
象
地
に

産
す
る
材
木
の
販
売
収
益
を
報
酬
の
一
部
と
し
て
受
け
取
っ
て
い

た
こ
と
、
等
々
が
挙
げ
ら
れ
る
（D

N
B, art., John N

orden by 
C. H

. Coote; O
D

N
B, art., John N

orden by F. K
itchen

）。

（
43
）　

以
上
、（3

rd ed.

）, p. 142.

（
44
）　N

orden （1
st ed.

）, p. 97: （2
nd ed.

）, p. 99: （3
rd ed.

）, p. 99.

（
45
）　
（3

rd ed.

）, pp. 98-101. 

共
有
地
に
か
か
わ
る
入
会
権
的
な
種

別
が
一
層
、
詳
し
く
書
き
加
え
ら
れ
た
（p. 101.

）。

（
46
）　N

orden 

（3
rd ed.

）, p. 154: 

（1
st ed.

）, p. 152: 

（2
nd ed.

）, p. 
144. 

な
お
生
前
版
か
ら
は
、
聖
書
や
古
典
古
代
の
書
籍
か
ら
の
自

在
な
引
用
に
加
え
、
ブ
ラ
ク
ト
ン
［pp. 55-56, Bracton

］
な
ど

の
法
律
書
、
及
び
数
学
や
サ
ー
ヴ
ェ
イ
実
務
に
か
か
わ
る
先
行
関

連
書
（
フ
ィ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
ト 

［p. 22, Fitzherbert

］、
ベ
ニ
ー

ズ 

［p. 154, Benese

］、
デ
ィ
ッ
ジ
ズ 

［p. 154, D
igges

］、
リ
ー

［
フ
］［pp. 154, 189, Lea, Leigh

］、
エ
イ
ガ
ス
［
ア
ッ
ガ
ス
］

［p. 154, A
gas

］ 

ら
の
著
作
）
に
ノ
ー
ド
ゥ
ン
自
身
、
漏
れ
な
く

目
を
通
し
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
（［　

］
内
は
第
三
版
に
お

け
る
引
用
ペ
ー
ジ
、
原
綴
り
）。

（
47
）　

以
上
は
、N

orden 

（3
rd ed.

）, pp. 223-224: 

（1
st ed.

）, pp. 
217-218: 

（2
nd ed.

）, pp. 178-179. 

な
お
法
令
・
制
定
法statute

と
は
、
ネ
ツ
ロ
フ
に
よ
れ
ば
無
人
化
や
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
を
規
制



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
五
〇　
（
〇
五
一

し
よ
う
と
し
た
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
政
府
の
一
連
の
制
定
法
と
さ
れ
る
。

N
etzloff （ed.

）, op. cit., p. 172, n. 125.
（
48
）　

著
者
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
観
の
推
移
（
そ
の
悪
影
響
へ
の
憂
慮
、

規
制
強
化
へ
の
賛
同
）
も
含
め
、ibid., xxxvi-xl. 

に
詳
細
な
言

及
が
あ
る
。
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
一
揆
の
（
本
書
へ
の
）
影
響
に
つ
い

て
は
、ibid., xxxiv-xxxv. 

も
参
照
。

（
49
）　

一
七
世
紀
初
期
に
お
け
る
最
大
の
改
良
事
業
す
な
わ
ち
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
つ
に
、
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
ン
（
沼
沢
地
帯
）the Fens

の
灌
漑
・
干
拓
が
挙
げ
ら
れ
、「
ベ
イ
リ
フ
」
が
こ
れ
に
貢
献
し
た

技
師
ら
の
名
前
も
含
め
て
話
題
に
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
成
果

が
「
ま
さ
し
く
彼
ら
自
身
の
称
賛
、
近
隣
住
民
の
共
同
福
利com

­
m

on good

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
初
版
、

第
二
版
の
文
言
に
対
し
第
三
版
で
は
「
コ
モ
ン･

ウ
ィ
ー
ル
全

体
」
に
も
（
大
き
く
寄
与
す
る
）、
と
付
け
加
え
ら
れ
る
。（3

rd 
ed.

）, pp. 195-196.: 

（1
st ed.

）, p. 189.: 

（2
nd ed.

）, p. 149.: N
et­

zloff （ed.

）, op. cit., p. 150, p. 11-12.

（
50
）　N

orden 

（3
rd ed.

）, p. 252 

［262

］: （2
nd ed.

）, p. 216. 

以
上
、

第
三
版
に
見
る
先
行
版
と
の
記
載
異
同
を
め
ぐ
っ
て
は
、N

etzloff 

（ed.

）, op. cit., T
extual N

otes. pp. 203-211.

の
該
当
箇
所
も

参
照
し
た
。

（
51
） John N
orden, T

he Surveiors D
ialogue V

ery profitable 
For all M

en to peruse, E
specially L

ords of M
annors, 

Stewards of M
annor-Courts, T

enants, Farm
ers and H

usband-
m

en. D
ivided into T

hree Books, carefully R
evised and 

Corrected; together w
ith an E

xact Index. T
he Fourth 

E
dition. 

（London, 1738

）. （
筆
者
はBritish Library

所
蔵
本

を
も
と
に
し
た
電
子
復
刻
版
を
用
い
た
。
以
下
、N

orden 

（4
th 

ed.

）
と
表
記
） p. 1

に
先
立
つ
、T

he CO
N

T
EN

T
S. 

第
１
～
３

篇
の
内
容
概
要
の
文
言
は
第
三
版
と
同
一
で
あ
る
。

（
52
）　

ヘ
イ
ン
ズ
ワ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
一
七
世
紀
半
ば
に
お
け
る
マ

ナ
ー
執
事
職
は
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
の
家
令
、
エ
ス
テ
イ
ト
・
ス

テ
ュ
ワ
ー
ド
、
マ
ナ
ー
裁
判
所
ス
テ
ュ
ワ
ー
ド
、
の
三
つ
の
職
制

に
分
類
で
き
る
。
各
々
、
と
り
わ
け
後
二
者
は
、
職
域
と
担
当
者

（
時
折
、
法
曹
職
に
よ
る
兼
務
）
が
重
複
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か

っ
た
。D

. R. H
ainsw

orth, Stew
ards, L

ords and P
eople 

（Cam
bridge U

. P., 1992

）, pp. 10-11.

（
53
）　

以
上
、（4

th ed.

）, pp. 1-61 

（T
he FIRST

 BO
O

K
.

）, 62-
119 

（T
he SECO

N
D

 BO
O

K
E

）, 120-213 

（T
he T

H
IRD

 
BO

O
K

E

）, 214-223 （IN
D

EX
.

）.

（
54
）　

一
八
世
紀
の
少
な
く
と
も
前
半
は
、
本
書
第
四
版
よ
り
少
し
前

に
『
領
主
に
対
す
る
執
事
の
任
務
』（
初
版
、
一
七
二
七
年
）
を
著

し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ
レ
ン
ス
（
一
六
七
四
～
一
七
三
九
年
）
の

如
き
優
れ
た
ラ
ン
ド
・
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
兼
執
事
な
ど
が
出
現
し
た

も
の
の
、
こ
れ
ら
の
職
域
に
見
る
専
門
化
の
進
展
は
全
体
と
し
て

停
滞
し
、
き
わ
め
て
漸
次
的
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。Edw

ard 
Laurence, T

he D
uty of a Stew

ard to his Lord 

（London, 
1727

）. 

ロ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
高
橋
裕
一
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ

レ
ン
ス
考
―
―
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
初
期
近
代
に
見
る
エ
ス
テ
イ
ト
・

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
め
ぐ
る
動
向
の
一
側
面
―
―
」（『
西
洋

史
学
』
第
241
号
、
2011
年
）
40
～
59
頁
を
参
照
。

（
55
）　S. A

. E. M
endyk, ʻSpeculum

 B
ritanniaeʼ: R

egional 
Study, A

ntiquarianism
, and Science in Britain to 1700 



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
五
一　
（
一
五
一

（U
niversity of T

oronto Press, 1989

）, pp. 70-72. 

な
お
後
述

の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
恐
ら
く
本
版
に
眼
を
通
し
た

と
推
測
さ
れ
る
（
註（
57
）も
参
照
）。

（
56
）　

第
四
版
収
録
の
三
つ
の
篇
で
は
、
異
同
と
い
っ
て
も
ほ
と
ん
ど

が
ノ
ー
ド
ゥ
ン
生
前
版
（
と
り
わ
け
第
三
版
）
か
ら
の
削
除
で
あ

り
、
主
た
る
削
除
部
分
の
あ
ら
ま
し
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
。

（
57
）　John N

orden, T
he Surveyorʼs D

ialogue. J. W
. Pap­

w
orth 

（ed.

）, A
rchitectural Publication Society: D

etached 
E

ssays and Illustrations issued during the year 
1848...1852 

（London, 1853

）. 

以
下
、N

orden 

（5
th ed.

）
と

表
記
。
本
版
の
編
者
パ
プ
ワ
ー
スJohn W

oody Papw
orth 

（
一

八
二
〇
～
七
〇
年
）
は
、
父
、
弟
と
同
様
、
建
築
・
設
計
、
著
述

な
ど
に
広
く
従
事
し
た
。
父
が
創
設
に
関
わ
り
副
会
長
も
務
め
た

Institute of British A
rchitects

の
正
会
員
と
し
て
議
事
・
運

営
に
参
画
し
、A

rchitectural Publication Society 

の
成
立
や

そ
の
刊
行
物
へ
の
寄
稿
、
及
び
弟
と
と
も
に
同Society

編
『
建

築
辞
典
』
の
製
作
に
貢
献
し
て
い
る
。
本
版
は
同Society

の
発

足
（
一
八
四
八
年
）
か
ら
間
も
な
い
、
き
わ
め
て
初
期
の
編
纂
・

刊
行
と
い
え
よ
う
。O

. D
. N

. B., art., John W
oody Pap­

w
orth by A

. Cates rev. J. Elliott ; John Buonarotti Pap­
w

orth by A
 .Cates rev. J. Elliott ; J. S. Curl and S. W

ilson 

（eds.

）, O
xford D

ictionary of A
rchitecture （3

rd ed., O
xford 

U
. P., 2015

）, art., J. B. Papw
orth , pp. 554-555. 

本
版
に
は

前
世
紀
の
Ｊ
・
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
本
書
の
評
価
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。Jam

es Granger 

（
一
七
二
三
～
七
六
年
） 

は
聖
職
者
、

肖
像
画
等
コ
レ
ク
タ
ー
、
伝
記
作
者
。
主
著
に
、A

 Biographi-

cal H
istory of E

ngland from
 E

gbert the G
reat to the 

R
evolution 

（
一
七
六
九
年
以
降
）
が
あ
る
（O

D
N

B, art., 
Jam

es Granger by　

L. Peltz

）。
彼
は
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対

話
』（
読
ん
だ
の
は
恐
ら
く
第
四
版
、
又
は
そ
れ
以
前
の
版
本
）
を
、

「
価
値
あ
る
労
作 a w

ork of m
erit

で
、
き
わ
め
て
非
凡
な
も

の
」
と
評
し
て
い
る
（N

orden 

（5th ed.

）, page 2.

）。
但
し
本

版
に
お
い
て
土
地
価
格
基
準
な
ど
の
数
値
は
ノ
ー
ド
ゥ
ン
生
前
版

の
ま
ま
で
改
訂
さ
れ
ず
、
あ
ら
た
め
て
再
録
さ
れ
た
第
６
篇
を
含

め
長
き
に
わ
た
る
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
い
な
い
。

（
58
）　
（5th ed.

）, page 1-2. 

こ
の
文
言
か
ら
推
測
す
る
に
、
現
状
に

乗
じ
て
業
域
を
拡
げ
た
い
建
築
関
係
者
の
思
惑
が
、
第
６
篇
を
採

録
し
た
本
版
編
集
目
的
の
一
端
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
59
）　
［John

］ Fitzherbert, T
he Boke of surveying and Im

-
provem

ents 

（London, 1523

）, N
um

ber 657: T
he English 

Experience Its Record in Early Printed Books Published 
in F

acsim
ile 

（A
m

sterdam
 and N

orw
ood, 1974

）, fo.
xxxiiii.-xxxv. 

［Cap. xix. W
hat a surueyour shude do.

］　

概
ね
一
八
世
紀
以
降
、
土
地
取
引
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
オ
ー
ク
シ

ョ
ニ
ア
）
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、F. M

. L. T
hom

p­
son, C

hartered Surveyors: the grow
th of a profession 

（London, 1968

）, pp. 47-49. ; H
. J. H

abakkuk, M
arriage, 

D
ebt, and the E

states System
: E

nglish Landow
nership 

1650-1950 

（O
xford, 1994

）, p. 529. 

な
ど
を
参
照
。
な
お
、

ロ
バ
ー
ト
・
ト
レ
ス
ウ
ェ
ル Robert T

resw
ell

（
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
、

兼
建
築
図
案
設
計
家
の
ラ
ル
［
レ
イ
］
フ Ralph T

resw
ell 

（
一

五
四
〇
頃
～
一
六
一
六
／
一
七
年
） 

の
子
。
サ
マ
セ
ッ
ト
シ
ャ
州



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
五
二　
（
二
五
一

紋
章
官 herald

ほ
か
を
経
て
ト
レ
ン
ト
河
以
南
王
室
領
等
の
森
林
サ

ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
）
の
下
で
ノ
ー
ド
ゥ
ン
と
と
も
に
（
年
少
の
）
助
手
を

務
め
、
後
に
王
室
領
関
係
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
担
当
職
を
ノ
ー
ド
ゥ
ン
か

ら
引
継
ぐ
こ
と
に
な
る
ジ
ョ
ン
・
ソ
ー
プJohn T

horpe 

（
一
五
六

四
／
五
～
一
六
五
五
年
）
は
、
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
兼
建
築
・
設
計
家
で
、

と
り
わ
け
遠
近
法
・
透
視
画
法
ほ
か
大
陸
の
技
法
も
採
り
入
れ
た
建

築
図
案
製
作
者
と
し
て
名
高
い
。
な
お
一
七
世
紀
で
は
、
政
治
算

術
・
統
計
家
ペ
テ
ィW

illiam
 Petty 

（
一
六
二
三
～
八
七
年
）
が
サ

ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
と
し
て
大
き
な
実
績
を
上
げ
、
ま
た
大
火
後
の
ロ
ン
ド

ン
再
建
・
開
発
計
画
に
か
か
わ
っ
た
ミ
ル
ズ Peter M
ills 

（
一
五
九

八
～
一
六
七
〇
年
）、
ジ
ャ
ー
マ
ン Edw

ard Jerm
an 

（
一
六
〇
五

頃
～
一
六
六
八
年
）、
オ
リ
ヴ
ァ
ー John O

liver 

（
一
六
一
六
／
一

七
～
一
七
〇
一
年
）、
レ
イ
ボ
ン W

illiam
 Leybourn 

（
一
六
二
六

～
一
七
一
六
年
） 

、
レ
ンChristopher W

ren 
（
一
六
三
二
～
一
七

二
三
年
）、
フ
ッ
ク Robert H

ooke 

（
一
六
三
五
～
一
七
〇
三
年
） 

ら
の
職
域
を
見
る
と
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
建
築
・
設
計
家
と
市
街

地
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
業
種
が
含
ま
れ
て
い
た
。O

D
N

B, art., John 
T

horpe by M
. A

irs; Curl and W
ilson 

（eds.

）, op. cit., art., 
John T

horpe, pp. 766-767.; F. K
itchen, ʻJohn N

orden 
（c. 

1547-1625

）ʼ..., p. 58.; J. Schofield 

（ed.

）, T
he London Sur-

veys of R
alph T

resw
ell 

（London T
opographical Society 

Publication N
o. 135, 1987

）, p. 8.

（
60
）　

一
九
世
紀
に
至
り
建
築
家
、
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
ら
も
続
々
、
専
門
職

団
体
を
結
成
す
る
（RIBA

の
原
型
の
創
設
が
一
八
三
四
年
［
勅
許

は
三
七
年
］、RICS

の
そ
れ
は
一
八
六
八
年
［
勅
許
八
一
年
］）。

（
61
）　J

（ohn

） N

（orden

）, T
he Surveiors D

ialogue 

（London, 

1618

）, N
um

ber 945: T
he English Experience Its Record 

in Early Printed Books Published in Facsim
ile 

（A
m

ster­
dam

 and N
orw

ood, 1979

）.

（
62
）　M

. N
etzloff 

（ed.

）, John N
ordenʼs T

he Surveyorʼs D
ia-

logue 

（1618

） A
 Critical E

dition 

（A
shgate, 2010

）. 

本
書

に
は
、
い
く
つ
か
の
書
評
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。Review

s by A
. 

M
cRae 

（A
gricultural H

istorical R
eview

, vol. 59, pt. 2, 
2011

）; by P. J. M
urray 

（Cartographica, vol. 46, no. 4, pt. 
4, 2011

）; by P. D
. A

. H
arvey 

（E
conom

ic H
istory R

eview
, 

vol. 65, no.1, 2012

）; by J. M
atthew

s 

（R
ural H

istory, vol. 
23, no.1, 2012

）.

（
63
）　

以
下
、
筆
者
か
ら
見
て
、
編
者
に
よ
る
転
写
の
誤
り
と
思
わ
れ

る
語
・
綴
り
（
現
代
化
や
補
正
と
解
し
得
る
ケ
ー
ス
、
適
否
が
筆

者
の
判
断
に
余
る
ケ
ー
ス
は
除
外
）
を
挙
げ
て
お
く
。（ 　

）
内

に
、
第
三
版
原
典
のEnglish Experience 

（
一
九
七
九
年
）
版

に
コ
ピ
ー
さ
れ
た
該
当
ペ
ー
ジ
、
行
、
原
綴
り
を
示
し
た
。p. 7, 

l.24, P
reface to R

eaders, tenants 

（T
he E

pistle to the 
R

eader. 2
nd page, l.4, T

ents

）; p. 16, l. 15, condem
ned （p. 2, 

l. 22-23, contem
ned

）; p. 16, l. 21, you 

（p. 2, l. 29, your

）; p. 
16, l. 24, sam

e （p. 3, l. 1, nam
e

）; p. 21, l. 7, overbidding （p. 
9, l. 31, out-bidding

）; p. 23, l. 3, not 

（p. 12, l. 25, but

）; p. 
26, l. 1, Lord （p. 16, l. 2, Land

）; p. 33, l.26, though （p. 26, l. 
24, thou

）; p. 34, l. 11, m
an 

（p. 27, l. 18, m
any

）; p. 52, l. 6, 
strays 

（p. 50, l. 10, estrayes

）; p. 61, l. 6, w
arrenteth 

（p. 
61, l. 21, w

arranteth

）; p. 61, l. 24, w
ished 

（p. 62, l. 15, 
w

ist
）; p. 73, l. 15-16, W

hen...Countrym
en. 

（p. 78, l. 7-9, 



ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ド
ゥ
ン
著
『
サ
ヴ
ェ
イ
ヤ
ー
の
対
話
』、
そ
の
各
版
異
同
に
つ
い
て

）

一
五
三　
（
三
五
一

W
hy...Countrey-m

en?

）; p. 76, l. 32, full 

（p. 82, l. 27, fall

）; 
p. 81, l. 5, so it this 

（p. 86, l. 18, So if this

）; p. 98, l. 15, do 
they. 

（p. 111, l. 3, doe they?

）; p. 114, l. 1, W
here 

（p. 132, 
l.7, W

herefore

）; p. 159, l. 25, plot 

（p. 208, l.20, plow

）; p. 
189, l.19, follow

ing 

（p. 237-247, l. 24, fallow
ing

）; p. 200, l. 
20, given （p. 253 ［263

］, l. 6, giuing

）

　

原
典
の
欄
外
小
見
出
し
部
分
の
転
写
誤
記
も
右
に
倣
い
、
以
下

の
通
り
。p. 24, p. 36, polls 

（p. 14, posts

）; p. 36, p. 97, are 
of 

（p. 31, are as
）; p. 65, p. 134, Every profession hath de­

fects. （p. 68, A
ll professions haue defects.

） 

　

編
者
作
成
・
解
説
の
脚
注
部
分
を
め
ぐ
っ
て
誤
謬
や
疑
問
の
余

地
あ
り
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
を
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
。

（ 　

）
内
は
筆
者
に
よ
る
指
摘
事
由
。Book1 p. 26. p. 45 m

eres　

 
lakes, p. 28, p. 58 M

ere lake 

（
こ
のm

ere

は
境
界
（
線
）
の

意
）; p. 31, p. 69 butts borders 

（
誤
り
で
は
な
い
が
、
原
文
の

butts and bounds 

と
い
う
一
括
表
現
で
土
地
の
境
界
（
表
示
）

を
意
味
す
る
こ
と
を
示
す
べ
き
）: Book 2 p. 45, p. 31 escheat 　

 
N

ordenʼs discusses...（N
orden discusses...

）; p. 52, p. 64 
strays right to have livestock graze on com

m
on lands. 

（strays

は
原
文
のestray

［e

］s

の
転
写
誤
り
で
、p. 60, p. 109

に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
逸
走
（
逃
失
）
家
畜
の
意
）; p. 56, p. 

84 ʻBractonʼ H
enry de Bracton, eleventh-century author 

of D
e Legibus et consuetidinibus A

ngliae.... 

（
ブ
ラ
ク
ト
ン

［
ブ
ラ
ッ
ト
ン
］
は
一
一
世
紀
で
は
な
く
一
三
世
紀
（
一
二
六
八
年

没
）
の
聖
職
者
、
裁
判
官
、
法
学
者
で
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
同
世

紀
前
期
刊
行
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
と
慣
習
法
に
つ
い
て
』
の
著

（
編
纂
）
者
と
さ
れ
る
。
当
該
書
の
発
行
年
が
、
文
献
資
料
リ
ス

ト 

（p. 213

） 

も
併
せ
一
五
六
九
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

恐
ら
く
ノ
ー
ド
ゥ
ン
も
目
を
通
し
た
で
あ
ろ
う
後
世
版
本
の
そ

れ
で
、
読
者
の
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
）: Book 3 p. 89, p. 

42 estoppel obstruction to the flow
 of w

ater. 

（estoppel

と
い
う
法
制
用
語
の
本
義
（
禁
反
言
）
に
触
れ
る
べ
き
）; p. 90, 

n. 44 Stinted 　

setting of boundaries of land.（
文
脈
か
ら

見
て
、
土
地
の
境
界
設
定
で
は
な
く
、
入
会
権
に
伴
う
家
畜
な

ど
の
放
牧
割
当
て
分
と
考
え
ら
れ
る
）: p. 106, p. 1: Book 4 p. 

134, p. 15 ʻRandolph A
gasʼ Ralph 

（or Randolph

） A
gas 

w
as...

（
当
時
もRandolph

で
は
な
くRadulph

と
綴
っ
た
）: 

Book 5 p. 148, p. 4 Flags　

rocks 

（
文
脈
か
ら
見
て
こ
の

Flag

［s

］は
雑
草
で
、
刀
状
葉
を
持
つ
ア
ヤ
メ
科
植
物
の
一
種
）; 

p. 158, p. 45 estoppels dam
s

（p. 89, p. 42

と
同
じ
指
摘
） 

以
上
の
う
ち
、stinted

やflags

の
語
義
に
関
す
る
指
摘
は
、

註（
62
）に
挙
げ
たH

arvey

氏
の
書
評
を
一
部
参
照
し
た
。　

（
64
）　M

. N
etzloff 

（ed.

）, John N
ordenʼs T

he Surveyorʼs 
D

ialogue 

（1618

） A
 C

ritical E
dition 

（R
outledge, 

2016

）.　


